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　　　　　　　　　心電図と心臓レ線像との比較について

金沢大学大学院医学研究科第一内科出講座（主任　谷野教授）

　　　　　　山　　田　　素　　良

　　　　　　　　（昭和34年4月25日受付）

　　　　　　　　緒　　　　　言

　心疾患を始め種々の疾患により生ずる心臓の変化

は，形態的には主としてレ線像で，機能的には主とし

て心電図にて推定されている．殊に心臓変化の中，肥

大，拡張は比較的多く見られるものであり，かつ将来

心筋の障碍を惹起する前提ともなるので，臨床上その

診断は重要な意味を持つものである．しかしその変化

が複雑な上に，従来の判定方法だけでは十分な正確性

は期待し難いと考えられるので，レ線像及び心電図の

変化について若干の検討を進めた．

　レントゲンによる変化は，その心臓陰影の形態，特

に心臓左右各弓の膨隆の増大，弓間隔の変化等と，斜

位，側面像の変化を併せ観察することによって，それ

ぞれ相当する心房，心室の肥大，拡張を推定するもの

である．さらにこれらの弓高の変化，弓間隔の変化を

数値に示すものとして，Moritzの測定法53・106）や，

Vaquez・Bofdetの測定法5・22，45）その他の方法8・14）

25・118）が応用されている．これらの方法は心臓の陰

影を観察していることになるから，そのまま各房室の

大きさを示すものであるかどうかは色々論ぜられてい

るところであるが，種4の疾患と関連を持って心臓陰

影が変化を示す事実等より心臓の変化を示す有用な計

測法2・5・8・9・14，22・25・41・45・？0・71・73・106・113・118）と考

えられている．

　心電図は心臓収縮により生ずる心臓の電位の変化を

体の各個所にて誘導し，綜合判断するものであり，心

：筋自体の傷害による変化は勿論，心筋の増大，肥厚に

よっても正常と異なった電位の変化16，32・36・48・103）

が生ずる．これらの変化は，心電図にて心肥大曲線と

して，以前より用いられている肥大型の外，Wilson，

114）Sokolow　86・87）Myers　58）等は左心室，右心室の

肥大の状態より，数多くの心電曲線の変化を数値にて

示し，心室肥大判定の基準としている．これらの判定

基準，数値に対しては，心電計の性能102）或いは心臓

電位の変化の解釈の差32）等より種々の批判がある．

　それでも，心室の肥大拡張を推定する方法は，心電

図，レ弓勢にて比較的研究されているが，心電図にお

ける心房電位の変化は，心房波Pが小さく，変化が少

ない上に，心房の変化が心室変化に随伴し易いという

ようなことから，研究が困難iなため心房の異常に対す

る基準としての数値や形態の変化についての報告は比

較的少なく，26・42・51・93・95・96・108）ただ心房異常時に

見られるP波の変化として，Pulmonal－P　31・68・85）

Mitra1－P等や，　Schmidt　81）等の　P－sinistfa，　P－

dextra，　P－cardiale等の分類の外，　Thomas－Dejong

lo5）は胸部誘導P波を9型に分け，異常における波型

の変化を比較的詳しく報告したもの等を見るに過ぎな

い．またレ線像にても，心房は心室より影響を受け易

いことや，位置の関係等から判定し難iい；場合が多いよ

うである．それで心室における異常の判定ほどには利

用されていないのが現状である．従って，余は心室に

おける判定方法を利用して，心房異常特に心房の肥大

拡張に二，三の考察を加えた．

　謙って考えるに，心臓レ線像，心電図における異常

をそれぞれ単独に用いるだけでなく，両者を併用して

補助診断とする方が多少とも理想に近づくものと考え

られ，心室及び心房の肥大，拡張の研究に両方法を利

用するため，心電図と心臓レ線像をそれぞれ正常例に

て撮影，計測し，これらを基準として，病的状態にお

ける両者の関連性について若干の知見を得た．両方法

は互いに立場が異なるが，一応初期の目的は達せられ

たと考えられるので発表する．

実　験　方　法

　被験者は15歳より68歳までの臨床的に何ら所見を有

しない健康男女297例，及び17歳より64歳までの心臓

異常を有する120例にして，正常例は男女を性別，年

　011the　Comparison　between　the　Electrocardiogram　and　the　Heart　Roentgenogram（Disser－

tation，　Kanazawa　University）　Motoyosi　Yamada　Department　of　Internal　Medicine（1）
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齢別即ち19歳以下（以下10歳群と記す）．20歳以上29

歳まで（以下20歳群と記す）．30歳以上39歳まで（以

下30歳群と記す）．40歳以上49歳まで（以下40歳群と

記す）．50歳以上（以下50歳群と記す）の止別に分ち，

また異常例は，それぞれ正常例の性別，年齢別に求め

た平均値の棄却限界を超える例を異常とした．異常例

は男72例，女48例である．

　心電図撮影においては，被験者を数分間安静にせし

めた後，吸気時にて呼吸を停止せしめ，標準四肢，単

極四肢（aV）及び単極胸部誘導（V1～V6）の計12誘導

を撮影し，さらに正常例48例，異常例79例について食

道誘導心電図を撮影した・食道誘導は門歯列より50cm

の位置から，2cmずつ誘導電極を引揚げ，26cmまで

撮影し，さらにその経過中，最高の振れを示すP波を

撮影した．食道誘導はWilsonの単極誘導法によっ

た．食道誘導の際には主として四肢誘導皿を同時に撮

影し，さらに時にはV1，　V6誘導等も併せ同時に撮影

した．

　撮影された心電図は5倍に拡大し，連続した5つの

波を計測し，その平均値をそれぞれの測定値とした．

測定はPの型，Pの幅，　Pの各誌の高さ及び起始部か
　　　　　　　　　ノ
ら峰までの時間，PQ，　QRS，　QTの時間，　Q，　R，　S，　T

の高さ（R，Sの2峰以上のものは，その大’きい方の

波を計測した）及びSTの変化等を計測した．

　使用した心電計はCR結合型四要素同時記録器（福

田エレクトロ製作所製）で，各要素の時定数は2．20

～2．15秒である．

　正常例心電図撮：影中，右脚ブロック2例，心室性期

外収縮1例，呼吸性不整脈を著明に認めた3例が存在

したので計測から除外した．

　レ線撮影については被験者を数分間安静にせしめた

後，吸気にて呼吸を停止せしめ，正面像を撮影し，さ

らに正常例48例，異常例69例について壷皿斜位，左側

帝位にて撮影した．撮影ほ遠距離撮影法（2m）とし，

心搏動による形態の変化を考慮し，被験者の溢泌動脈

にて，脈搏を触れた直後に撮影する方法を採り，心搏

動による心臓形態の変化を比較的防止するよう努力し

た．なお被験者はすべてレ線撮影前に胸部透視を行な

い，正常例においては胸部疾患や大動脈弓等の著明な

変化に注意し，大動脈弓が著明に延長した2例を認め

たので計測から除外した．透視中，計測に便ならしあ

るため，各出目に右1，皿弓の境界，左封，IV弓の境

をスケッチし，レ線写真における弓の境界が不鮮明な

ための測定誤差を少なくするよう努力した．

　撮影されたレ線像より，Moritz　53）による右正中間

隔（以下Mrと記す），左正中間隔（以下M1と記す）．

横径（以下Trと記す），長径（或いは縦径，以下し

と記す），上横間隔（以下oQと記す），下横間隔（以

下ゴQと記す），幅径（以下Brと記す）とVaquez・

Bordet－i蓮尾変法22）による右前房径（以下DD’と記

す），前房径（以下Doと記す），左前房径（以下IA1

と記す），新左前房径（以下DGと記す），右心室径

（以下D’G’と記す），心室径（以下oG’と記す），左

心室径（以下GG’と記す），左室弓高（以下Hと記

す），露鋒弓高（以下hと記す），基底面（以下D’G

と記す），心室比（以下D’G’／GG’と記す），及び肺臓

基底横径（以下Thと記す）を，また第五斜位にて斜

位胸廓径及び心径（BC，　CD）を，左側虚位にて絶対

深径（T），最大水平深径（t）を測定した．（第1図

参照）

　本計測は，心電図では1／50mV，1／200秒まで，レ

耳環は1mmまで計測し，各測定値より，それぞれの

平均値と不偏分散推定量を求め，これより棄却限界を

算出した．危険率は5％ないし2・5％で，表示せる数

値は必要以下の値を切捨てた．

実験成績並びに考按

　　　　A．正　常　例

工，心　電　図

　a）心房波
心電図P波は，心房の電気現象を示すものである

が，心室群各波に比して小さく，かつ型も比較的単純

な曲線を描くものとされて来た．前川46），高安96）等

はOsciUoscopeによる心房波の観察から，王常人に

おいてもその型が2つまたは3つの峰を有する波であ

ることを指摘した．その後，心電計の改良とともに，

正常例においてもP波に結節或いは小さな分裂が見ら

れ易くなり，或いは波型が単純な曲線よりむしろ起伏

のある曲線として取扱われるようになった．

　第皿図は正常297例及び異常120例において見られ

たP波め型を模型的に図示したものである．図中に

は，異常例においてのみ見られた型がある．またこの

中の大部分は，Thomas－Dejong　lo5）の分類した9型

とその類型と考えられるもので，その他に3つの峰を

有する数型が正常例にも見られた．しかしこれらの仁

徳は，高い峰がPの前部にあるもの，ほぼ中央にある

もの，後部にあるものに大別されるようで，2峰性波

にても，高い方の峰がPの前部，或いは後部に，さも

なくば両峰がほぼ同じ高さに見られるものに分けられ

る．これらの峰或いは結節は，明らかに認め得るもの

も，或いは不明瞭なものもあったが，正常例では比較

的著明な分裂，結節は殆んど見出し得なかった．
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　第1表は正常例における各誘導に

見られた心房波の波型の分類であ

る．1誘導はThomas－Dejongの所

謂Second－Peak型及びその類型を

示すものがほぼ半数で，特に前半が

平坦で後半に峰を有する型が多かっ

た．この型では，Pの前半が殆んど

零線上にあるため，P波の起始部が

誤られ易い型が多かった．皿誘導で

もSecond　Peak型及びその類型が

First　Peak型及びEqua1型等より

多いようで，皿：誘導では3峰性波が

比較的多く8％ほどに見られた．波

型は一般に多種多様であった．aVR

ではSecond　Peak型及びその類型

がやや多く，次いでFirst　Peak型

及びConvex型が見られた．。Vしも

多型で，3峰性波も比較的多かつた．

・VFはFirst　Peak型，　Equal型，

Second　Peak型がほぼ同じほどに見．

られた．V1誘導では二相性波が37

％に見られ，次いでFirst　Peak型

が30％に見られ，V2ではFirst

Peak型が増し，二相性波は減少し

た，砺，V6に至るとともにSecond

Peak型及びその類型が50～55％に

認められ，逆にFirst　Peak型はV3

よりV5，　V6に移るに従い順次減少

し，V3以後に陰性部は見られなか

った．Graybie119），戸山103）等は

II，皿誘導にて極少数の陰性，二相

性波を認めているが，余の例では巫

誘導に33例の二相性波，3峰性波陰

性部を認め，・Vしでは戸山103）より

陰性，二相性波が多く見られた．

Leatham　43）は胸部誘i導にてP波を

4型に分ち，V1の二相性波を14％

に認めている．Thomas－Delongは

V1の二相性波を4％に認めている

が，後者はCR誘導によるものであ

り，緒方63），後藤田17）等がC1，　C2

ではCR誘導は陽性波になり易いと

述べていることから，恐らく陰性部

の出現率が減少しているものと考え

られる．胸部誘導における波型の移

り変りは，Thomas－DejongのFirst
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Peak型，或いはSlaRting－downstroke型がV】，　V2

に，Seco且d　Peak型，　Slanting－upstroke型がV5，　V6

に多いということとほぼ一致し，少なくともV1にて

後嗣が前峰より高い例は見られず，またV6で前峰が

後鼻より高い例は見られなかった．3峰性波において

も，中央の峰を別として，前貸と後聞との間には2峰

性波とほぼ同じような傾向が認められた．中央峰は

前，後峰より大部分は高いか或いはほぼ等しく，前，

後峰より低い例は見られなかった．

　このように，P波の示す分裂，結節は比較的一定の

規則性を有するようである．これらの結節や分裂の原

因は，左右心房の収縮状態或いは刺戟伝導時間の差異

によって生ずるという考えから，心房内及び心房間

の刺戟伝導の状態が追求されるようになった．心房

間の刺戟伝導については，古くBacllmann　3）による

Bachmann束についての実験があり，　Rothberger　78），

Scheff　82），　Condre11i　7），　Laufer　42），高安93－97・27・37・47）

等もこれらの洞一房室結節系，洞一長房系，洞一左房

系の伝導路の存在を強調している．他方，Hecht　24）を

始め所謂米国学派11・16・蜘は，洞結節よりの放射状

の拡りを推定し，山田等工1りも動物実験にて同様の結

論を推定すべき結果を得ている．しかし，刺戟の発生

が洞結節に始まり左房に至るまでには一定の時間があ

り，右房が左房に先んじて刺戟され，早く終ることは

Laufer　42），高安93－97），　Spuhlef　g1），　Raynold，77）等76）

111）の実験的或いは臨床的な報告にも見られることで

ある．従ってP波は2つの多少の時間的差異i3・59）を

有する心房電位の合成波7）97）である．正常例では，そ

の発生時間差が比較的小ぎく，かつ一定である．或い

は左，右両房の電位が心室電位と同じように，大きさ及

び方向を有すると考える93）なら，体躯1心臓の廻転，

或いは誘導位置の関係より左右房の電位の差によるP

波の分裂，結節が目立たず，一見単純な曲線を描くよ

うに見えることもあろう．或いは左，右房の電位が見

掛上大きな差となり，幾分，分裂或いは波の高低が目立

つような状態が生ずることも考えられる，また両心房

の電位の重なった部分に今一つの波を生じ得ることも

考えられる．1，aufer弓2），　Raynold　77）等2｝・81，97・115）は

右房，左房の電位とP波の前，後峰とが一致すると述

べているが，Gross　18）は正常P波の結節は，心搏動の

少ないときに多く見られるとし，Tigger　loo），工藤40），

福島29），FOgelson　12）等は神経性，02欠乏状態，或

いは肺・気管支疾患にてもPの変型或いは振幅の増大

が見られると述べている．その他，心カテ～テル法や

食道誘導法により右房と左房の差が0・01～0．03秒以

上38・6｛・69・81・97・112）あり，各心房電位が各分裂峰と

田

一致或いはほぼ一致すると述べるものが多い．

　食道誘導P波が主として左房の電位を示し易いこと

は，その誘導電極と心房との位置関係から当然考64）え

られる．BrOwn　4）は食道誘導P波の前部にある小さ

な陰性波を洞結節よりの電位と考えたが，同時誘導心

電図P波との関係より杉原88），田坂99），Kistin　34）等

75）はこの小さな陰性或いは陽性波を右房の電位による

波と考え，その持続時間は0．02～0．03秒としてい

る．従って食道誘導P波では，左房の電位はこの小波

に次ぐ部分より明らかに見られることになる．正常48

例について食道誘導P波と，一般心電図各誘導P波と

の関係を見た場合，2峰性波では食道誘導P波の左房

性部の起始部は，大部分が2峰性波後峰の始めの部分

にほぼ一致し，3峰性P波ではその中央峰の頂，或い

はそのやや前の部分に存在する例が大部分であった．

食道誘導P波のPR（P波の陽性部分）の頂は門歯列か

らの距離により変化するが64），2峰性波では後峰の始

めより終りまで，3峰性波では中央峰の頂附近より後

峰の終り近くまでに見られた．このことは，2峰性波

ではP波の後峰が，3峰性波ではP波の中央峰より後

輩までが主として左心房電位によるものと考えられ

る．逆にこのことより，前峰は恐らく左心房電位は殆

んど関係していないのではないかと推定され得る．従

って標準四肢，単極四肢，単極胸部無誘導では，左右

心房電位を直接明瞭に判定することはできないとして

も，P波の分裂，結節等の状態から左右心房電位の状

態を推定することは可能と考えられる．

　第2表はこれらのことを併せ考え，P波の起始部よ

りPの結節，或いは分裂の峰までの時間をユ峰性波，

2峰性波，3峰性波に分け，各誘導について計測した

ものである．これによれば，王峰性波は大体P波の中

心に峰を有するものが多いが，一部はPの比較的前部

或いは後部に見られた．しかしその峰のPの起始部か

らの時間は，2峰性波前，後峰の頂のそれぞれの平均

値より前方或いは後方に見られなかった．V1におい

ては平均値はおよそ0．01秒前方に片寄り，V4，　V5，　V6

と移るに従いほぼ四肢各誘導に見られると同じく中央

に位するようになる．また3峰性波の中央峰も1峰性

波の峰の位置とほぼ一致しているが，VI，　V2では1

峰性波と異なり，前方に片寄る傾向は明らかでなかっ

た．2峰性波前，後峰ど3峰性波前，後峰の分布はほ

ぼ一致しているが，3峰性波前芸は2峰性波前峰より

平均値がやや前に，後章は2峰性波後脚よりやや後に

見られた．各峰の分布は0．01秒より0．09秒後間にあ

り，男女間に著変を認め得なかった．2峰性波の前峰

と後峰との峰間隔は平均0．03秒で，3峰性波の前峰
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と中央峰の差は0．015～0．02秒，中央峰と後峰の差

はほぼ0．02秒であった．2峰性波，3峰性波の峰間

隔が，一般に正常値とされている0．04秒を超す例は

見られなかったが，3峰性波の前，後上の間隔が0．04

秒を僅かに超す例は約施の例に見られた．

第2表（a）　1峰性P　峰迄の時間
　　　　　　　　　　　（単位1／100秒）
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第2表（b）　2峰性P　前峰迄の二二
　　　　　　　　　　　（単位1／100秒♪
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第2表（c）2峰性P 後首迄の時間
　（単位1／100秒）
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第2表（d） 3峰性P　前峰迄の時間
　　　　　　（単位1／100秒）
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召
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召
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O
〆
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9
召
0
召

8
θ
U

9
召
9
召

8
2
U

り
召
0
召

7
8
7

9
召
り
召

Q
り
ρ
0

9
召
Ω
4

Q
り
仔
～

Ω
4
り
召

最：　　最：
　　　大　　小

3．5～2，0
3．0～1．5

3．0～1．5
3．5～1．5

3．5～1．0
4．0～1．5

3．0～1．5
3．5～1．5

4．0～1．5
4．0～1．0

3．5～1．0
4．0～1．0

3．5～1．5
4．5～1．5

4．5～1．5
3．5～2．0

4，5～L5
3．5～2．0

4．0～1．5
4．0～1．5

4．0～1．5
4。0～1．5

4．0～1．5
4．0～1．5

棄却限界
（最大～最小）

4．4～0．9
4．3～0．7

4．2～0．4
4．5～0．4

3。8～0．9
4．3～0．5

4．2～0．4
4．2～0．7

4．1～0．5
4．7～0．1

4．5～0
4．1～0．5

4．4～0．7
4．8～0．3

4．9～0．7
4．3～0．9

4．7～0．8
4．2～1．0

4．2～1．1
4．2～1．2

4．4～1．4
4．2～1．2

4．2～1．5
4．2～1。2

第2表（e） 3峰性P　中央峰台の時間
　　　　　　　（単位1／100秒置
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皿
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♀
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○
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－
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最：　　最

大～小
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＝
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◎
∩
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～0
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U
ρ
O
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ぼ
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4 コ
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6．0～2．5
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農
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＝
り

ρ
O
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4
4

棄却限界
（最大～最小）

5．9～2．9
6．0～2．8

6．2～2．4
6．7～2．3

6。0～3．0
6．2～2．4

6．9～2．5
6．1～2．9

6．4～2．8
6．4～2．2

田

aVF

V1

V2

V3

V4

V5

V6

小
O
Q
T
小
O
O
T
小
O
Q
↑

ε
Q
T

小
O
O
T

3
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T
小
O
Q
T

0
1
」
1
1
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1
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欄
ム
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－
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9
召
－

1
0
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9
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0
0
∩
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1
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4．5　5．5～3．5
4．3　5．0～3．0

4
0
0

」
4
4

6．0～3．0
6．5～4．0

4．7　6．5～3．5
4．7　6．0～4．0

屡
り
農
U

」
4
4

O
O
＝
U

」
4
」
4

8
K
U

4
4

6。0～3．5
5．5～4．0

6．0～3．5
5．5～3．5

6．0～3．5
5．5～3．5

8
0
0

4
4

6．0～3．5
5．5～3．5

6．3～2．7
6．0～2．6

6．2～2．6
6．8～2．8

6．5～2．9
6．1～3．3

5．8～3．2
5，9～3．3

4
『
0
0
U

O
O
Ω
4

～
～1
1

n
O
ρ
0

6．2～3．4
6．0～3．0

6．1～3．5
6．0～3．2

第2表（f）　3峰性P 青峰迄の時間
　（単位1／ユoo秒）

1

1
『

皿

aVR

aVL

aVF

V1

V2

V3

V4

V5

V6

ε
♀

小
○
♀

3
0
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・
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T

小
O
O
T
小
O
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†

小
O
Q
T
δ
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〈
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♀
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O
O
↑

小
O
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T
小
O
Q
T

例
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ワ
‘
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0
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1
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9
召
－

平
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最：　　：最

大～小

6．3　8．0～5．0
6．6　8．0～5．5
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ρ
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ρ
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8．7～4．5

9．1～3．7
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9．8～4．0
8．7～4．5
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U
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0
∪
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K
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ワ
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ρ
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9．1～4．1
9．0～4．8

9．1・》4．3

8．3～5．1

8．5～4．7
8．6～4．4

9．2～4．6
8．1～4．9

8．7～4．7
8．3～4．7

8．6～4．6
8。5～4．7
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　第3表は正常心房P波の各誘導にて測定した幅の最

大値を示すが，全誘導において0．11秒を超える例は

なく，0・055秒以下の例も見られなかった．Pの幅に

ついては年齢，性別に有意の差を認め得なかった．P

の幅はKaufmann　31》，　Scott　83）のように0．12秒以下

を正常とするものもあるが，一般には0．11秒或いは

0．10秒を超えない16・44・107・108）ものとされている．

第3表　Pの幅　（単位1／100秒目

1例釧平均限大一最小

10半群

20歳群

30歳群

40歳群

50歳群

小
O
O
↑

小
O
O
T
〈
○
Ω
T

小
○
○
丁

小
O
∩
干

0
0

Q
u
n
O

0
0

0
0
0
0

0
0

0
δ
q
U

0
0
U

n
O
9
召

0
0
0

3
り
召

8
ρ
0

0
0
0
0
1
0
0

Q
U
8
4
6
0

Q
U
Q
U
4
K
u

Q
U
Q
U
9
召
4

Q
U
9

10．0～　 6．5

10．0～　 6．0

10．0～　 7．0

10．0～　 7．5

10．0～　 7．0
10．5～　 7．0

10．0～　 7．5

10．5～　 8。0

10．0～　 6．0

10．5～　 8．0

　第4表はP波の各峰の電位をそれぞれ男女，各誘導

について1峰性波，2峰性波，3峰性波に分けて計測

したものである．各峰の電位は2．2mmを示した若干

例を除いては2．Ommを超すものはなく，1峰性波で

は1，。VL，　V6が比較的小さく，五，。VF，　V1，　V2が割

合大であった．2峰性波はV1，　V2で明らかに前峰の

方が大で，1，V5，　V6では後峰が大であった．同じよ

うな傾向が3峰性波にも見られたが，3峰性波の中央

峰は亭亭，高峰よりやや高いものが多く，一部には

前，後峰めいずれか一方より低い例が見られたが，

前，後弓ともより低い電位を示す例はなく，また前，

後峰の電位の和より高い中央峰も見られなかった．P

の正常電位については，肢誘導にては0．25mV　16・19・

44・103・107・108）以下，胸部誘導にては0．3mV　31・43・83・

103）以下或いは0．2mV　16・107）以下等といわれている

が，第4表のPの電位は各峰とも大部分が0．2mV以

下であった．

　しかしこれらの電位をP波の正常電位の基準とする

場合，各誘導部位にて得られた電位が，心臓と誘導部

位との関係，或いは心軸の変化等より誤って判定され

易いことや，一部の誘導においてのみ高電位を示し，

心房電位の異常の有無が疑われることもあると思われ

る．そこで各電位特に胸部誘導の前，瀬峰の電位を合

成することにより，異常所見を認め易いのではないか

と考え，V1のP前論＋V5のP前峰（以下右P（V1

＋V5）と記す），　V1のP前峰＋V6のP前峰（以下右

P（V1十V6）と記す）及びV2のP前六十V6のP前

峰（以下右P（V2十V6）と記す）と，同じような後峰

の高さの和（以下左P（V1十V5），左P（V1十V6），左

P（V2＋V6）と記す）を計算した．なお参考として心

房の位置と胸廓及び電極との関係から／V12十マ胃

〆V12十V62，〆V22＋V62をそれぞれ前置，後下につい

て併せ計測した．（以下右P〆V12＋V52，右P／VI2＋V62，

右P〆V22十V62，左P〆V12十V52，左P〆V12十V62，

左P〆V22一トV62と記す）．この場合，1峰性波のごと

く前峰，巨峰の判然としないものでは，大部分の例で

は同一入においても全誘導中に1峰，2峰，3峰性の

波が混在し，組合されているため，1峰性波があると

きは他の誘導に認あられた2，3峰性波の前，後峰の

時間との関係より，それに相当する時間にて峰の高さ

を求めた．このようにしても他の誘導にて2峰，3峰

性波の判然としない場合は，やむなく先に計測した2

峰性波，3峰性波の前，手芸の時間的関係より，P波

の前殆及び後磁のPの高さをそれぞれ前峰及び後峰の

第4表（a）　1峰性P　峰の高さ
　　　　　　　　　　　　（単位mm）
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高
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1．4～0．4

L8～0，6
1．8～0．4

1．8～0．6
1．4～0．4

1．6～0．2
1．4～0．4

1．2～0．2
0．8～0．2

2．0～0．2
1．4～0．2

1．6～0．6
1．8～0．6

1．2　2．0～0．8
1．0　1．4～0．8

0
0
1
1 O
n
◎
1
0
ハ
U
Q
U

1
0 ワ‘
ワ
．0
0

1．4～0．6
1．4～0．6

1，6～0。6
1．4～0．4

1．6～0．6
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1．9～
1．8～

1．5～
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1．5～
1．2～

1．3～
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第4表（b） 2峰性P　前峰の高さ
　　　　　　（単位mm）
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第4表（c） 2寸寸P　後峰の高さ

　　　　　　（単位mm）
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　　　第4表（d）　3峰性P　前峰の高さ
　　　　　　　　　　　　　　　　（単位mm）

1

皿

aVR

aVL

aVF

V1

V2

V3

〈
・
O
O
↑

小
O
Q
T
小
O
O
†

小
○
○
†

ホ
O
Q
↑

小
0
0
†

小
○
Ω
T

小
0
0
↑

小
O
Q
↑

V4

V5

小
○
Ω
－

小
O
O
†

V6 〈
○
♀

例
数

平
均
値

ワ
5
n
O

0
ρ
0

1

1
1

Ω
4
1

ρ
0
7
5

1
8

1

0
1
1
1
4
0
0

1

『
U
4

■
　
　
　
●0
0
Q
U
O

●
　
　
●

0
噌
1

n
b
7

●
　
　

●0
0 ρ
0
ρ
U

●
　
　
　
■0
0
4
4

0
　
　
　
●0
0 7
厚
イ

●
　
　
　
00
0
8
G
u

●
　
　
　
■0
0

最：　　最

大～小
棄却限界
（最大）～

7
8
1

1
1－
Q
U

9
召
ー
ユ

1
0
0

0
召
1
i
｝
1

0．8～0．1
0．6～0．2

1．2～0．2
1．8～0．4

1．0～0．2
L6～0．2

0．8～0．4
1．0～0．4

0．6～0．2
0．8～0．2

1．0～0．2
1．2～0．4

1．2～0．4
1．4～0．4

4
4

●
　
　
　
●0
0

～
～

4
Ω
4

●
　
　
　
■1
1

0
Q
8

0
（
U

7
8
7

・
　
　
　
■0
0 7
8
ワ
醒

O
　
　
　
・0
0
農
U
2
U

O
O霊

工
ρ
U

り
召
－

属
り
ρ
0

●
　
　
　
・0
0

1．2～0．4
1．0～0．4

1．2～0．2
1．2～0．2

1．0～0．2
1．0～0．2

1。0～0．2
1．0～0．2

～
～1
0

●
　
　
91
1
～
～

ワ
5
Q
U

．
　
　
01
1
～
～0
4

●
　
　

●

1
1
■
一

～
～

9
召
Q
U

●
　
　
●1
1
～
～

Q
U
n
U

●
　
　
●0
1
～
～

Q
u
9
召

●
　
　
●1
11．5～
1．8～

1．5～

L5～

～
～

4
9
召

■
　
　
　
●1
1
～
～4
2

●
　
　
　
・1
1
～
～

6
◎
n
O

●
　
　

●1
1

～
～

9
4
ー
ユ

●
　

●1
1



心電図と心臓レ線像 237

第4表（e）3峰性P 中央峰の高さ
　　（単位mm）
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　＊　V1，　V2　P後考が陰性のものは下段に別掲す．

電位とした，長尾59），本橋励等はPの前％が右房の

電位，後砥が左房の電位を示し，中央部は左右房の電

位の重なった部分としているが，第2表に見られるよ

うに，2峰性，3峰性波では前馬は0．03秒辺に，後

峰は0．06秒辺に存在し，これとPの幅の時間的関係

より，前施辺を廟宇，後％辺を後峰の位置として良い

のではなかろうかと思われる．

　第5表はこのようにして求めた左右P（V1＋V5），

（V1十V6）（V2十V6），　／V12十V52，　／▽P十V62，

〆V22十V62の値である．

第4表（f） 3峰性P　後峰の高さ

　　　　　　（単位mm）

第5表（a） 1峰性P波の電位合成値
　　　　　　（単位mm）
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第5表（b） 2峰性P波の電位合成値

　　　　　　（単位mm）
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第5表（c） 3峰性P波の電位合成値

　　　　　　（単位mm）
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0
0
・

～
～

n
U
ρ
0

0
0
0

4
属
U
1
1

2．4～0．3

2．5～0．5

0
0
Q
U

A
U
ハ
U

～
～

7
G
U

1
1

り
召
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0

～
～

9
召
り
召

9
召
り
召0
1

｛
■
晶
｛
一
一

4
Q
U
1
1

3．2～0．6

2．8～0．6

Q
U
」
彊

n
U
O

～
～4
0

Ω
乙
9
召

（
U
n
σ

ー
エ
n
U

2．6～0．2

2．4～0．2

1．9～0．1

1．7～0．1

0
0
9
召

0
0

～
～1
0

2
0
4

4
4
0
0

～
～

4
Ω
4

0
4
り
H

9
襯
－

｛
－
一
」
1
盈

Q
U
8

0
0

1．8～0．2

1．5～0．2

1．7～0．1

1．5～0．1

9
〃
0
4
0
0

～
～

A
U
n
U

9
召
0
4

4
0
4
0
0

～
～4
2

9
召
り
召1
1

」
1
」
－

9
召
0
0

0
n
U

、
～

ρ
0
民
U
1
1

0
召
り
召

0
ハ
U

～
～

ワ
8
7
8

1
1

O
U
Q
U

O
O Ω

4
9
御
0
0

、
～

9
4
n
》

り
召
Ω
4

0
4
0
4

0
0

～
～

9
召
n
U

9
召
9
暫

Ω
4
1

1
1
一
－

Q
U
n
O

O
O

1．7～0．2

1．7～0。2

1．6～0．2
1．5～0．1

第6表：PQ時間　（単位1／100秒）

10歳群

20歳群

30歳群

40歳群

50歳群

小
O
Q
T
〈
○
♀

小
O
Q
T
小
○
○
†

小
0
♀

i例釧平均

0
0

Q
U
Q
U

0
0

q
u
Q
U

n
U
O

Q
U
Q
U
0
0
U

O
O
り
御

O
R
V

n
◎
9
召

15，2

15．4

15．7

15．3

16．2

16．5

16。6

16．4

16．0

16．2

最大～最小

19．0～12．5
20．0～12邑0

21．Oq）12．0

18．0～12。0

21．0～12．5
20．0～13．0

20。0～13。5
20．0～13。0

19．0～12．0
20．0～13．5

＊表示せる時聞は∬誘導のもの．
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　b）PQ時間
　第6表は正常297例のPQ時間の計算値で，0．20秒

を超えたものが3例に見られたが，いずれも0．2i秒

以下であり，0．12秒以下の例は見られなかった．PQ

時間については色々の条件で変化2｝’43・100・116）する

といわれ，0．12～0．20秒を正常範囲内50・107・108）とし

ているものが多いが，Goldberger　16），：Leatham　43）等

は健康成人にて0．24秒の例を認めている．またPの

前峰が平治化しているためPの起始が判然とせず，

PQ時間が一見短縮しているように見られる例があっ

たが，同時誘導によるPの位置よりPの前部の存在が

推定され得た107・108）．このような例は四肢誘導に多

く見られたが，2誘導以上に存在することはなかった．

　C）心室波
　第7表は各誘導におけるRの高さの測定値である．

Rが2峰以上存在する例，或いは分裂する例は皿及び

・Vしに比較的多く，他の誘導には殆んど見られなかっ

た．四肢誘導では平均値は∬が最も大で，皿誘導が1

誘導よりやや大なる傾向を示した．また1誘導は男よ

り女がやや大，∬，皿誘導では男が女より大であった

が，これらの間に特に有為の差は認められなかった．

普通正常型のRはE誘導が最も大きく，次いで1，皿

の順であるが，：Kossmann　39），　Gravbie119），戸山103）

等も平均値は皿誘導が工誘導より大となしている．

・VR，・VFのRは高年叢話となるほど小さくなり，か

つ・VFでは男が女より大であった．　aVLでは年代群

の間に著変はなかった．Vi，　V2のRは平均値は男が

女より大で，女は各年代記の間に特に増減はなく，男

は年代が進むとともに小さくなる傾向を示した．従っ

て男女の差は年代が増すとともに少なくなった．V5，

V6でもV1，V2と同じような傾向が見られた．これ

らの平均値は：Kossmann　39），戸山103）等の値と似てい

るが，胸部誘導ではK：ossma皿の値よりやや大であ

った．なお全症例にてV1，　V2にて不完全右脚ブロッ

ク型を示す例は見られなかった．

　第8表は各誘導のS波についての測定値である．

1，∬誘導ではSの深さは年代の増加とともに減少

しヂまた男が女よりやや深い値を示す傾向があった．

。VR。　aVL，。VFでも大部分の年代群では男が女より大

きく，年代が進むにつれ小さくなる傾向を示した．

V1，　V2では40歳群以下の若年群では男が女より大で，

男は年代の増加とともに減少する傾向を示したが，女

では各年代群の間に著変が見られなかった．V5，　V‘，で

もV1，　V2と同じような傾向を認めたが，　V‘…では年代

群の間に著明な差がなかった．S波は各誘導とも戸

山，Kossmannの値よりやや大であった．

1第7表（a）　Rの高さ　1誘導　（単位mm）

10歳群

20歳群

30歳群

40歳群

50歳群

小
O
Q
T
小
O
Q
↑

小
O
O
T
小
0
0
↑

小
O
Q
7

脚
数

0
0

6
0
0
U

0
0

0
U
g
U

0
0

0
0
0
0O
n
σ

O
Q
9
召

n
U
8

0
0
Ω
乙

平
均

1
8

ρ
0
ρ
U

慶
U
ρ
0

盛
り
ρ
0

最大～最小

11．8～1．8
12．6一）2．4

10．8r》2．2

12．6～2．2

4．6　コ4．0「》1．8

5、2　13．2～1．4

Q
U
ー
ユ

K
り
2
U

り
召
6
0

ど
り
ρ
0

14．2一㌧’2．4

11．6r》2．6

10．2～2．2
12．2～2．4

棄却限界

～
～3
5

11

P1

10．0～

H．5～

10。6・》

10．2～

11．3～

10．8～

10．2～

1L6～

第7表（b）　Rの高さ　］1誘導　（単位mm）

10歳群

20歳群

例
数

0
0

Q
U
g
U

小
O
O
↑

〈
O
Q
〒

小
O
Q
T

二歳30

40歳群

50歳群

δ
♀

小
O
O
†

劃最大劇

16．1

12，6

27．4～　6．2

16．2～8．8

0
4

7
層
n
δ

～
～

n
O
ρ
0

0
8

9
召
－

4
9
U

g
U
9
召

1
1
0
0

0
U
Q
U

0
0

Q
U
3

12．6

10．3

25．6「》4．6

19．2～　2．6

4
ρ
O
n
O
4

～
～

0
ρ
0

8
7
響
1
1
8
4

コ
口
0

1
誓
■
ム
O
Q
U

3
9
召

0
0
0

0
0
Ω
乙

10．9

9．7
22．8～4．4
16．Or》3．8

棄却限界

23。9～，

18，7～

19．5一）

18．4～

19．2～
監8，0～

19．4～

17、1～

17，5～

16，4～

第7表（c）　Rの高さ　皿誘導　（単位mm）

・10歳群

20歳群

30歳群

40歳群

50歳群

小
○
O
T

小
0
0
宇

〈
6
Q
Tδ
○
†

小
0
0
↑

脚
数

130

13・

平
均

10．9

7．9

130　9．0
，｝308・4

0
り
0
り

7
σ
ρ
0
0
0

Q
U
Q
U
O
Q
り

3
Ω
4
0
0
4

ρ
0
属
U

0
0

7
8
K
U

0
8

Q
U
9
召

最大～最小

24．8r》　3．0

14．8～2．0

18．8～2．0
16．6～　1．6

23．2～2．6
14．0一》0．6

14．6～’1．4

10．6～　1．8

20．8～2．0
13．0～0．6

棄却限界

19。2～
13。9～’

16．3～

15，0～

15．8～

12，7～

14．5～

1L5～

14．7～

11」～
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第7表（d）Rの高さ　aVR誘導　（単位mm）

10歳半

20歳群

30歳群

40歳群

50歳群

小
O
Q
↑

令
O
O
†

小
O
Q
↑

小
O
O
〒

小
O
O
T

第7表（9）　Rの高さV1誘導　（単位mm）

四
二

0
0

0
0
0
0

平
均

ピ
リ
9
召

Ω
4
り
召

30　2．5
3012・5

－
Ω
4

9
召
9
召
0
0

∩
◎
q
U

最大～最小

4．8～0．2
5．8～0．2

5．2～0．6
4．8～0．8

4．6～0．2
4．8～0．4

ハ
0
■
4
0
0

～
～

0
0
ρ
0

4
3
0
0

0
乙
9
召

0
0
り

0
0
9
召

0
8

3
り
召

Ω
0
ρ
U
1
1

3．8～0．2
5．4～0，4

棄却限界

5。3～
5．0～

1：1＝

．4．3～

4．3～

4．3～
3．9～

1：1＝

10歳半

20歳半

30歳半

40歳群

50歳群

小
O
Q
↑

小
○
○
↑

小
O
Q
T

平
均

四
二 最大～最小

8
2
1
0

～
～

ρ
0
ρ
0

0
0
8

1
n
◎
区
U

屡
U
O
O

O
n
U

O
U
O
O

ρ
0
8
0
0

～
～

8
9
μ

9
召
8

1R
U
屡
り

K
U
4

0
0

∩
◎
Q
u

Q
U
9

」
4
0
4

0
0

Q
U
Q
u
O
U
O

O
O
O
O

O
G
U

O
O
O
4

小
O
O
↑

小
O
O
〒

4
Q
U

9
召
9
召

0
0
0

0
U
Ω
乙

11．0～　1．6

7．6～0．8

10．4～　0。6

7．2～0．6

8．2～0．4
8．2～0．6

棄却限界

11．7～
8．2～

11：1＝

10．1～
8，6～

1：1＝

6．5～
7．2～

第7表（e）　Rの高さ　・VL誘導　（単位mm）

10晶群

20歳群

30歳群

40歳群

50歳群

小
0
0
予

小
O
Q
T

小
O
Q
T
δ
Q
T

第7表（h）　Rの高さ　V2誘導　（単位mm）

平
均

例
数

0
0

Q
U
O
O

O
Q
U

り
窟
－

9
召
－
呂

り
μ
り
40
0

9
U
n
O
O
U
n
U

O
4
9
召

0
0

Q
U
q
U
0
0
σ

Q
U
9
召

最大～最小

4．8～0．2
6．8～0．2

4．6～0．6
7．0～0．6

7．2～0．6
4．6～0．4

2．0　7．6～0．2
1．9　4．8～0．4

0
0
0

1
且
9
召0
8

Q
U
9
β

8
0
↑

4，6～0．2
6．0～0．4

棄却限界

1：1＝

1：1＝

1：㌃

1：1＝

1：1＝

10歳群

20歳群

30歳i群

40歳群

50歳群

小
O
O
T
δ
Q
T

〈
6
0
T
小
○
○
†

小
○
O
T

平
均

例
数

0
0

Q
U
Q
u

最大～最小

14．5　26．4～　5．2

8．8　20．8一）2．6

ρ
0
ρ
0

1
り
召

～
～

ハ
U
9
召

『
0
7
8

り
幻
－
0
0
0

1
8
0
0

0
0
0
0

棄却限界

26．7～
18．9～，

｝1：㌃

～
～n
O
4

1
0
0

9
召
－

9
召
ρ
O

Q
U
－

～
～

9
召
Ω
4

K
り
0

り
4
り
御

ρ
0
ρ
0
1
8

1

0
0

0
◎
0
0
30　　9．3　18．8・）1．6

29　　9．0　20．8一）　1．4

0
0
0
1
1

～
｝

」
硬
88
7
1
1

Q
U
4

ワ
8
8
0
8

n
O
O
4

｝1：1＝

17．6～
」7．1～

第7表（f）　Rの翌さ　aVF誘i尊　（単位mm）

10歳群

20歳群

30歳半

40歳群

50歳群

小
Q
O
†

企
O
Q
↑

小
O
O
T
小
O
O
↑

＄
O
T

第7表（i）　Rの高さ　V3誘導　（単位mm）

平
均

例
数

0
0

Q
U
O
O

0
0

0
0
∩
0

最大～最小

13．6　24．4～3．8
9．3　14。4～3．4

11：1

Q
U
」
4

0
U
8

0
n
り

Q
U
O
◎

0
0
σ

Q
U
9
召

0
8

Q
U
り
召

18．4～4．4
18．4～　1．2

22．2～　2．6

15．2～　1．6

8．9　18．2～2．0
7．9　13．8～2．2

8．7　20．6～2．0
6．8　正4．6～1．4

棄却限界

13．6～

9．3～

17．9・》

17．8r》

17．7～

15．5～

｝1：1こ

｝1：1ミ

io半群

20歳半

30歳半

40歳群

50歳群

3
0
T
小
O
Q
T

小
O
O
T

例
数

0
0

0
0
Q
U

平
均

｝1：1

30　16．0

30　15．7

0
0

Q
U
O
O

16．1

14．1

最大～最小

34．4一）8．4

28．2～　4．0

32．2～5．4
31．6～3．8

0
0
σ

∩
◎
9
召

小
O
Q
T
小
O
Q
T

32．4～　6．0

35．0～4．4

13．6　27．4～　6．8

13．7　28．4～7．2

棄却限界

0
0
0

∩
δ
Ω
4

｝1：1 26．0一）2．0

22．0～’4．2
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第7表（j）Rの高さ　V4誘導　（単位mm）　　　　　第8表（a）Sの深さ　1誘導　（単位mm）

10歳群

20晶群

30歳群

40歳群

50歳群

小
O
O
†

小
O
O
†

小
○
○
†

小
O
O
↑

小
0
9
－

平
均

寸
寸

0
0

Q
U
O
O

n
U
O

O
O
Q
U

28．3

20．6

27．2

22．9

3023，6
3020．8

最大～最小

40．0～12．2
30．0～　9．8

39．8～　8．6

32．0～11．2

43．0～6．4
34．0～　5．8

O
G
U

n
O
Ω
4

25．1　38．0～10．2

23．8　38．8～11．2

30123．943．0～6．8
　　2812L835・8～7・8

棄却限界

10歳群

20歳群

30歳群

40歳半

50歳高

地
O
O
〒

ε
O
マ

小
O
O
T
小
O
O
T
小
O
Q
T

平
均

例
数

9
ρ
1

9
召
9
召0
0

9
U
Q
U
8
ρ
U

り
召
9
召

8
0
0

9
召
9
召

厚
～
3

9
召
り
召

K
U
4

9
』
り
召

最大～最小

6．6～0．2
4．4～0．6

1．8　5．2～0．2
2．1　4．4～0．6

棄却限界

4．6～

4．4～

4．1～

4．3～

～
～
O
U
4

0
0
6
0

4
9
4
0
0

～
～
ρ
0
4

0
0
0
0

7
ρ
0
1
1
0
0
8

1
1
4
0
0
1
1

5．4～0．2
4．6～0．6

2．8～0．2
3．6～0．4

4．0～

3．5～

3．3～，

3．7～

第7表（k）Rの高さ　V5誘導　（単位mm）

10歳群

平
均

例
数

20歳群

0
0

Q
U
6
◎

小
○
○
↑

♂130

♀130

24．6
16．6

最大～最小 棄却限界

30歳群

40歳群

50歳群

32．8～7．6138．i～11．1

26・・～1…127・4～6・・

22．3　38．6～13．2
17．8　27．0～10．6

制ll　ill：II器：1＝11：1

O
G
U

Q
U
9
召

3
Q
T
n
U
8

0
0
り
召

δ
Q
T

21．0
19．7

20．4

18．7

36．Or》7．4
34．8～10．0

39．4～　6．2

36．2～6．6

33。0～11．6
27．9一）　7．7

34．5～　7．7

31．3～3．9

33．9一》7．1

32．2～7．2

34．6～　6．2

29．3～　8．1

＊表中S＝0は例数から除外，以下各表同じ，

第8表（b）　Sの深さ　皿誘導　（単位mm）

10歳群

20歳群

30歳群

40歳群

50歳群

δ
Q
T

〈
6
Q
†

小
O
O
↑

小
0
♀

企
Q
O
↑

平
均

例
証 最大～最小

」
蔓
9
召0
0

～
～8
8

7
n
O

ρ
0
7

0
0
9
召

Q
り
O
U

9
召
9
召

4
受
U
O
O

～
～0
4

ワ
8
7
5
4
0

3
q
O

8
Q
り

9
召
9
召

貿
U
9
4

n
O
O
O

K
U
8

0
ρ
0
乙

0
戻
り

0
0
り
召

厚
ゴ
0
り

9
召
り
召

曜
工
4

2
9
召

β
U
O
U

り
召
9
ヨ

6．8～0．4
6．2～0．6

9．O～0．4
6．4～0．2

4．0～0．2
7．0～0．6

棄却限界

ヴ．2～

6。2～

6．3～
5．6～

6．9～

6．1～

6．3～

5．5～

4．8～

5，0～

第7表（1）　Rの高さ　V6誘導　（単位mm）

10歳群

20歳群

30歳群

40歳群

50歳二

歩8表（c）　Sの深さ　皿誘導　（単位mm）

平
均

年
数

0
0

9
U
q
u

小
○
Ω
T

血
V
O

∩
0
0
0

小
O
Q
↑

小
O
Q
T

最大～最小．

15．813L8～8．8
　　　
14・7123・6～8・2

14．9

14．3
33．4～10、0
26．8一）7．4

3・！14．6134．6～6．8

30112・9123・8～5・4

3i3・

　・29♀

0
0
0

Q
U
り
召

小
0
0
†

13．9　26噂6～6．0

13．8　22．8～7．2

13．8

12．4

28．4一》4．8

22．6～7。6

棄却限界

27．4～4．2
23．6一》5．8

23．6～6。2
24．0～4．6

26．3～　2．9

23．4～　2．4

24．2～　3．6

23．1～4．5

25．5～　2．1

21．6～3．2

10歳群

20歳群

30歳群

40歳群

50歳群

小
○
Ω
T

小
O
O
T
〈
○
O
T

小
0
0
↑

小
O
♀

平
均

例
数

－
り
4

り
召
9
召

7
8
q
U

9
ρ
り
召

最大～最小

4．8～0．4
8．0～0．2

り
召
40
0

～
～4
4

ρ
0
8

ρ
U
慶
り

り
召
9
召8
0

り
召
Q
U

ワ
8
腐
U

り
召
り
召

8
0
り

9
召
9
召

ワ
層
7
■

0
4
り
召

厚
イ
R
u

9
召
9
召

K
U
O
り

0
召
9
召

罠
U
K
U

9
召
0
4

6．2～0．4
6．8～0．6

9．2～0．4
6．4～0．2

7．0～0．4
10。2r》0．2

棄却限界

5．0～

5．8～

5．5～

5．4～

6．3～
5．5～

6．5～

5．6～

5．8～

6．5～
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台8表（d）　Sの深さ　aVR誘導　（単位mm）

10歳群

20歳群

30歳群

40歳群

50歳群

小
O
Q
T
小
O
Q
T
〈
0
0
↑

小
O
O
↑

小
O
O
T

平
均

例
数

ど
り
4

9
召
9
召

4
0
0

9
召
り
召

Q
U
ワ
8

9
召
－

i2．6

10．4

10．9

10，0

10．3

8．3

民
U
1

0
U
8

1
0

り
召
り
召

最大～最小

Q
U
ワ
5

Ω
4
り
召

17．8一》　8．6

14．6～6．4

15．2～6．8
15．0～3。2

i8．0～4．8
12．6～　1．8

13．0～　 0．8

11．6r》5．6

7．9　13．2～1．4
8．4　11．8～3．8

棄却限界

17．7～

15．0～

15．5～
15．4・）

16．6～

14．1～

15．6～
12．9～．

13．5～

13．1～

第8表（e）　Sの深さ　aVL誘導　（単位mm）

10歳群

20歳群

30歳群

40歳群

50歳群

〈
・
0
0
T

小
○
○
↑

小
O
Q
T

平
均

記
数

4
0

0
ρ
0

匡8
ρ
0

り
召
9
召

ヴ
5
ワ
■

9
召
9
召

厚
～
厚
～

8
ρ
0

最大～最小

21．6～4．2
11．2～0．8

16．2～　 2．0

14．4～　1．0

8
ρ
U

O
4
0

～
～

4
n
U

8
9
召
1
1
4
4

0
0
R
U

－
ρ
U

り
回
り
召

棄却限界

16．9「ソ

11．6～

δ　26
♀、26

小
○
Ω
丁

ρ
0
罹

り
召
9
召

14．4～
13．0～’

14．8～’

11．1～

～
～

院
り
9
召

0
召
0
1
1

0
0
0

0
ー
ユ
～
～
n
O
4

り
召
O1
1

9
召
0

ρ
U
ど
り

5．5・15．8一）1．0

4．6　10．6～0．4

11．8一》

10．5～

第8表（f）　Sの深さ　。VF誘導　（単位mm）

10歳群

20歳群

30歳群

40歳群

50歳群

小
O
Q
T

小
O
Q
T
δ
O
T

小
O
O
了

〈
・
O
Q
T

平
均

的
数
鰍一週麹限界

ρ
0
ρ
U
O
O

～
～

ρ
0
ρ
U

民
リ
ρ
O

K
り
8

9
召
り
召

O
Q
り

n
◎
9
召

0
ワ
響

n
O
り
召

Q
U
O

り
召
Q
U

8
0

9
β
Q
U

6．4～0．6
6．8～0．2

2．817．2～0．4

2．1　5．4～0．4

農
U
O

り
召
9
召8
8

9
召
9
召

0
0

9
召
0
4

属
リ
ワ
5

り
召
9
召

9．8～0．4
4。2～0．6

4．8～0．6
4．8～0．4

5．4～
6．1～

5．5～

5．7～

6．0～

4．7～

5．9～
4．4～’

4．4～

5．4～

田

子8表（g）　Sの深さ　V1誘導　（単位田m）

10歳群

20歳群

30歳群

40歳群

50歳群

小
O
Q
T
小
O
Q
T
小
○
○
↑

小
○
O
T

小
O
Q
↑

平
均

的
数

0
0

0
0
Q
u

0
0

n
O
n
6

0
0

∩
0
0
0

0
0
σ

0
0
9
召

最大～最小

12．8　26．6～　3．2

io・5119・6～3・4

13．5

11．8

12．O

io．5

26．8r㌧’7．4

22．2～4．2

24．0～　3．8

22．2～4．6

12．0　28．0～　2．4

10．6　19．2～4．0

O
n
O

Q
U
K
u

～
～

9
召
り
召

4
n
O

9
召
0
乙

8
Q
U
O
1
1
1
0
8

9
U
9
召

棄却限界

23．4～
20．8～

24．3～
23．3～

24．3～
21．4～

24．7～
20．0～

20．3～
22．3～

第8表（h）　Sの深さ　V2誘導　（単位mm）

10歳群
〈
・
0
0
↑

　　　　δ
20歳群
　　　　♀

30歳群

40歳群

50歳群

公
u
Q
↑

δ
δ

小
0
小
○

平
均

例
数

30i22．2

30117・0

最大～最小

35．8～’4．4

27．0～　5．0

0
0

Q
U
O
O30
130

0
0
U

O
O
9
召

0
8

Q
u
り
召

そ弓・：8【§§：8二こ1弓：葦

21．9　35．4～5．0
18．0　32，0～　3．6

　　33．4～5．420．0
16．8137．2～　7．4
　　「

18．0　31．4～4．6
18．6　36．4～8．4

棄却限界

38．8～
32．9～

35．5一）

31．0～

37．8一）

31．9～

33．0一）

32．8・》

34．4～
31．1～

第8表（D　Sの深さ　V3誘導　（単位mm）

10歳群

20歳群

30歳群

40歳群

i50歳群

小
O
Q
7
δ
♀
一
♂
♀
一
δ
♀

小
O
Q
T

平
均

加
数

0
0

6
◎
Q
U

最フk～最ノ」＼

i6．0　36．0一）　0．8
10．4126．2～　1．6
　　1

0
0
0
σ

K
U
O

1
1 8
＝
U
4
3
1
1 ワ
ε
ワ
5

尺
U
4
1
1

0
0
　
　
0
n
U
　
　
O
O
U

∩
◎
3
　
　
n
O
3
　
　
9
U
9
射
（
U
O
O

3
9
召

15．7

15．3

4
ρ
0
7
0

～
～

ρ
O
n
U

g
U
O

Q
U
Q
U

4
4

1
Q
U

～
～
n
O
4

n
O
4

9
召
9
召

8
4

9
召
君
4

～
～0
0
7
4

Q
U
O
O31．4一》5．6
39．6一）　7。2

棄却限界
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第8表（」）　Sの深さ　V4誘導　（単位mm）

10歳群

20歳群

30歳群

40歳群

50歳群

小
O
O
↑

小
O
Q
T
小
O
Q
T
小
○
Ω
T

小
O
Q
↑

例
数

0
0

Q
U
Q
U
O
n
U

Q
り
3

0
0

3
n
O
A
U
Q
U

n
O
O
4O
n
◎

3
9
召

平
均 最大～最小

12：唇1…1乙：1；：二8：珪

10，5

5．3

＝
U
∩
0

8
厚
」

26．8一》　0．4

14．8～0．6

22．4～0．6
20．8～　0弓6

9．6　21．8～0．8
6。1　16．4～　1．2

7．3　17．8～1．6
8．5　20．4～　1．4

i棄却限界

　第9表は各誘導におけるQの深さを求めたものであ

る．全症例の中のaVR，　aVLを除く各誘導でRの饗よ

り大なるQを示す例は認められず，またV1～V3でQ

は認められなかった．K：ossmann　39）はV1，　V2でQを

認めていないが，戸山103）は健康人のV1，　V2にもQ

の存在を認めている．四肢誘導では・VRで年齢が増

すとともにやや小さくなる傾向を示す外，著明な男女

間，年代間の差を認め得なかった．V4～V6には男女

間に平均値の差を認めたが，年代群の間には著明な差

がなく，またV5，　V6でQを認めない例が各年代に数

回ずつ認めたが，V6ではV5より少なかった．　Qの

平均値も各誘導にてKossmann，戸山の値より．やや大

であった，

　全症例にて低電位差50，92・108）を認める例は見られ

なかった．

第8表（k）　Sの深さ　V5誘導　（単位mm）

10歳群

20歳群

30歳群

40歳半

50歳群

公
」
∩
予

小
O
O
T
小
O
Q
T
3
0
丁

小
O
Q
T

第9表（a）　Qの深さ　1誘導　（単位mm）

例
数

配
U
ρ
0

9
召
9
召

平
均

0
0
ρ
0

0
0
Q
U

0
0

」
4
3

蟹
り
ρ
0

9
召
り
召

Q
U
Q
U

∩
乙
り
召

0
鴨
り

Q
U
O
4

ド
0
3

9
召
Ω
4

」
4
1

Q
U
O
O オ
℃
0
0

n
O
9
召

最大～最小

14．6～　0．8

10．4～0．2

13．4～0．4
10．4～　0．2

12．8～0．2
10．2～0．4

11．0～0．4

82～0．4

G
V
9
召

9
召
n
6

7．6～0．6
8．4～0．2

棄却限界

9．7～
8．8・）

8．5～
7．4～

9，0～

8．0～

9．5～
7．1～

7．4～

8．6～

10歳群

20歳群

30歳群

40歳群

50歳群

卒
○
Ω
■

小
○
○
†

小
○
Ω
T

小
O
Q
†

小
◎
Ω
T

工
数

漕
蔓
1
1
1
8
7
1
1ρ
U
K
り
1
1
n
O
q
U

1
1ワ
8
ワ
．1
1

平
均

0
0
8

0
0 Q
U
n
O

O
O
7
n
O
O
O ρ
0
ρ
0
0
0 7
8
n
り

0
0

最大～最小

1．8～0，2
1．6～0．2

1．8～0．2
1．6～0．2

2．0～0，2
1．2～0，2

1．2～0．2
1．0～0．2

2．0～0．2
1．0～0．2

棄却限界

1．9～

1．7～

1．8～
1．6・》

1．8｝

1．4～

1．4～’

1．4～

1．8・）

1．4～

米表中はQ＝0は例数より除外，以下各表同じ．

第8表（1）　Sの深さ　V6誘導　（単位mm） 第9表（b）Qの深さ　豆誘導　（単位mm）

10歳群

20歳群

30歳群

40歳群

50歳群

小
〇
一
￥

小
O
Q
T

例
数

n
O
1

9
召
9
召

1
0
0

り
召
－

3
9
召

9
召
り
召

小
O
O
↑

小
O
Q
↑

δ
Q
T

4
＝
り
9
召
1

0
0
9
召

－
」
1
」

平
均

7
層
q
U

1
1
1
鴨

ワ
5
K
U

1
1

最大～最小

4．0～0．2
5．4～0．2

4．4～0．4
4．6～0．2

Q
U
4

1
1

3．6～0．6
4．4～0．2

り
召
40
0

～
～

9
召
8

ρ
U
Q
U

Q
U
O
O

1
1 ρ
0
罠
り1
1

4．8～0．2
3．4～0．6

棄却限界

4．4～

3．7～

3．8・》

3．9～

4。0～

3．8～

4．7～
3．5～’

4．4～

3．6～

10歳群

20歳群

30歳群

40歳群

50歳群

小
0
0
Tδ
∩
干

小
0
Ω
T

δ
Q
T

小
O
Q
T

例
数

0
ハ
0

9
劃
－

4
0

Ω
4
Ω
4

平

1
0
σ
1
0
Q
U
看
1

1
1 ー
ユ
O
U

噸
1
0

7
・
ρ
0
1
14
」
4
1
1『
0
厚
ゴ

ー
－

1
0
U
1
0

最大～最小

2．6～0．4
2．1～0．2

2。6～0，4
2．0～0．4

2．0～0．4
2．2～0．2

1．8～0．2
2．0～0．2

9
召
9
召0
0

～
～

8
9
召

9
召
9
召

9
召
0
1
1

棄却限界

2．4～
2．Or》

2．7～
2．1～

2，4～

2．3～

2．1～

2．0～

2．6～
2．3～’
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：第9表（c）Qの深さ　皿：誘導　（単位mm）

山 田

10歳群

20歳群

30歳群

40歳群

50歳群

小
○
♀

小
O
Q
T
小
O
O
↑

δ
0
〒

小
O
♀

第9表（f）　Qの深さ　。VF誘導　（単位1nm）

平
均

工
数

ー
ワ
σ
9
召
－

ワ
」
1

1
Ω
4

4
」
蔓

葦
－

4
『
0

」
4
尻
U
1
1

0
々
1
1
1
0
0
1

1
1
0
4
1
1－
Q
U
1
1 －
Ω
41
1

最大～最小

4．4～0．2
2．6～0．2

2．4～0．2
3．2～0．2

1．8～0．2
3．0～0．2

2．4～0．4
2．8～0．4

3．4～0．2
2．4～0．4

棄却限界

3．1～

2．6～

3．1～

2．5～

2．9～

3．4～

2．6～

3．1～

3．0～

2．7～

平
均

工
数

10歳群

20歳群

30歳群

40歳群

50歳群

3　22
♀II　17

δ
Ω
－

公
り
Q
T

δ
Q
T

小
O
Q
T

∩
リ
ヴ
81
14
匿
U
1
1

0
0
1
1
0
◎
9
召
1
1

最：大～最小

3．4～0．2
2．6～0．2

3．6～0．2
3．0～0．2

Ω
4
9
召

O
n
U

～
～

9
召
9
召

9
召
9
4

9
召
Q
U

1
0
n
り
0
0
1

り
召
」
41
1厚
」
ぼ
U1
1

n
口
0
0
1

2．2～0．2
2．4～0．2

4．0～0．2
2．0～0．2

棄却限界

2．5～
2．5～

2．8～
2．7～

2．7～
2．2～

2．2～
2．3～

2．4～

2．2～

第9表（d）　Qの深さ　。VR誘導　（単位mm）

10歳群

20歳群

30歳群

40歳群

50歳群

公
）
O
†

小
O
Q
T
小
○
∩
モ

8
Q
T♂
Q
T

第9表（g）Qの深さ　V4誘導　（単位mm）

平
均

例
数 最大～最小

4
0

∠
4
7
8

～
～

9
召
ρ
0

0
◎
ー
ユ

ー
－Q
U
4

8
Q
u

ビ
リ
7

－
沼
4

厚
♂
8

A
U
ワ
‘

0
σ
り
ρ

n
り
厚
f

ρ
U
O
O

0
0
3

爵
U
ワ
8

9
召
0
1
1
8
0

K
U
ρ
U

ワ
●
n
O

12．2～0．2
13．4～6．8

9．2～4．8
13．0～2．8

10．4～　0．8

11．4～　2．8

14．0～4．2
8，8～5．4

棄却限界

17。1～

15．5～

13．9r）

i4．2～

13．2～

13．2～

12．4～

12．8～

11．5～

11．8～

10歳群

20歳群

30歳群

40歳群

50歳群

小
○
O
T

小
O
Q
T
小
O
Q
ず

小
O
O
†

小
O
Q
T

平
均

四
二

n
b
4

1
1
0
り
Q
U

1
1血
U
9
召
1
1
9
召
O
O

1

n
O
9
召

1
1

Q
U
9

望
ユ
0

1
0
1
1

最大～最：小

5．4～0．4
2．6～0。2

4．2～0．2
2．8～0．2

1．0　2．0～0．2

1．12．8～0．2

O
n
U

1
1
9
召
0
1
1

3．0～0．4
2。8～0．2

2．8～0．4
4．0～0．4

棄却限界

3．0～
2．4～

2．8～
2．4～

2．4～
2．9～

2．8～
2．6～

～
～1
1

0
0
Q
U

第9表（e）　Qの深さ　。VL誘導　（単位mm）

10歳群

20歳群

30歳群

40歳群

50歳群

小
O
Q
T
小
O
Q
T
小
O
Q
T
小
○
Ω
T

小
0
0
†

第9表（h）Qの深さ　V5誘導　（単位mln）

平
均

工
数

0
1

4
0
0

0
0
1
『
0
4

9
召
9
召

9
召
ワ
■

9
召
9

0
0
り
召

0
Ω
ゐ1
1
7
層
4

9
4
9
召

0
0
1

　
2

0
∩
V

O
O
9
召

O
U
1

　
1

最大～最小

7．6～2．4
6．8～0，6

5．6～0．6
5．6～0．6

6．4～0．8
9．2～0．6

6．4～0．8
5．6～0．6

9．0～0．8
5．0～0．8

棄却限界

10．4～

8．2～

6．9・》

7．3～

7．7～
8，6～

7．4～

6．7～

9．3～

6．3～

10歳群

20歳群

30歳群

40歳群

50歳群

小
○
Ω
T

小
0
9
－

小
O
Q
↑

小
O
Q
T
小
O
Q
7

平
均

工
数

ρ
O
K
U

り
召
り
召

8
ビ
リ

9
召
り
召

ρ
0
0

0
4
9
召

4
K
u

9
ρ
9
召

6
0
0
◎

9
召
Ω
乙

8
0
1
1 7
「
只
り

五
－

匿
U
4
1
1
0
0
1
1
4
1
1
1

最大～最小

5．2～0．2
3．0～0．2

5．8～0．4
4．0～0．4

4．6～0．2
3．0～0．2

2．2～0．2
2。4～0．2

4．2～0．2
3．2～0．2

棄却限界

3．7～
2．6～

3．6～
3．4～

3．4～
3．1～

2．4～
2．5～

3．2～
2。6～
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第9表（i）　Qの深さ　V6誘導　（単位mm）

10歳群

20歳群

30歳群

40歳群

50歳群

小
O
Q
T

小
O
Q
T
小
0
♀

小
O
Q
T
小
O
O
↑

第10表（b）　Tの高さ　皿誘導　（単位mm）

日
数

β
U
ρ
0

9
召
0
4

Q
り
8

Ω
4
0
4

戸
0
4

Ω
4
り
召

K
U
尻
り

り
召
り
μ

ρ
0
＝
U

Ω
乙
9
召

平
均

片
イ
O

i
－

n
O
O
U

」
墨
五
－

ρ
0
4
1
1 り
召
り
刃1
1
9
U
1

1
1

最大～最小

3．6～0．2
2．4～0．2

5．2～0．4
3．4～0．4

4．2～0．4
3．8～0．2

2．8～0．4
2．8～0．2

3．4～0．4
2．4～0．2

棄却限界

3．3～

2．4～

3．2～
2．8～

3，4～

3．2～

2．6～

2．7～

2．9～

2．5～

10歳群

20歳群

30歳群

40歳群

50歳半

例
数
平
均

n
O
8

Q
U
O
4

（
U
O

3
∩
◎

小
O
O
T

0
0

Q
U
n
O

小
O
O
↑

0
0

0
0
0
0

日
半
O
T

O
Q
り

0
0
9
召

交
u
Q
T

0
8

0
0
9
召

♂
O
了

」
4
4

Q
U
9
召

9
U
Q
U

O
O
り
召

Q
U
【
U

9
召
9
召

－
K
U

O
O
9
4

最大～最小

6。6～1．0
4．6～0．4

6．0～1．0
5．4～0．4

5．6～L2
5．4～0．4

4．6～1．2
4．6～1．2

6．0～0，6
4．4～0．6

棄却限界

5．7～1．5
4．8～0．8

5．4～1．4
4．0～0．8

5．3～1．3
4．0～0．6

4．5～1．3
4．1～0．9

5．1～1，1
4．4～0．6

　第10表は各誘導におけるTの高さである．1誘導で

は性別，年代別に著明な差を通ず，1［誘導，皿誘導で

は男女の間に差が見られ，男の方が大であったが，各

年代の間には著明な差は見られなかった．但し，皿誘

導では30歳群以上の群に陰性を示す9例が見られた．
　　　　　　　　　　　　もり　ユ　
。VRでTが陽性の例はなく，男は女よりやや大，

かつ年代の増加とともに小さくなった．aVLで陽性を

示すもの7例，。VFでは陰性を示す例はなかった．　V1

のT波は女で陰性を示すものは半数以上の例に見られ

たが，男では施以下であった．また各年代の間には特

に差を認め得なかった．V2では30歳群以下の若年群，

特に女にTの陰性を示す例が見られたが，V1と比べ

著明に減少し，40歳群以上では男女ともV2のTの陰

性波は見られなかった．V3では10歳群の女の2例が

陰性の外はすべての例に陽性で，V4以後では全例に

陰性T波を認め得なかった．V1，　V2に見られる陰性T

波は正常とされ，特に若年者ではV3，　V4でも見られ

16・56・57・10？）るとされている．胸部誘導にてもTの高

さの平均値は男が女より大であり，年代の増加ととも

第10表（c）Tの高さ　皿誘導　（単位mm）

10歳群

20歳群

30歳群

40歳群

50歳群

平
均

例
数

0
0

Q
U
6
◎

小
○
O
T

0
0

0
0
0
U

小
O
Q
T

　303
　26（4）♀

　29（1）＄
　27（2）♀

0
0

9
召
－

爵
U
O

一
工

0
0
Q
U

ー
ユ
0

4
0
0
1
0
n
O
9
右

1
1

0
副
い

0
0
農
U

　
2

〈
・
O
Q
T

最大～最小

4．6～　0
2．4～　0

3．4～　0
3．8～　0

2．6～　0
1．6～一1．0

3．4～一1．2
2．2～一〇．6

5．4～　0
2．8～一一〇．6

棄却限界

3．4～　0．6
2．1～一〇．1

2．6～’0．6
2．7～一〇．1

3．2～　0．4
1．9～一〇．1

2．8～　0
1．9～一〇．3

3．0～　0．2
2．6～一一〇．2

第10表（a）Tの高さ　工誘導　（単位mm）

＊（）は陰性T波を示す例数，

10歳群

20歳群

30歳群

40歳群

50歳群

第10表（d）　Tの高さ　・VR誘導　（単位mm）

忙
忙

O
A
U

Q
り
Q
U

小
○
O
T

0
0

n
◎
n
O

小
O
Q
T

平
均 最大～最小

2．2　5．0～0．8
1．9　4．2～0．6

0
0
0

り
召
－

0
8

リ
ヨ
ー

（
U
O

Q
U
n
O

小
○
○
†

0
9

Q
U
9
召

小
0
0
†

（
U
8

Q
U
9
4

δ
0
丁

4．4～0．8
2．8～0．4

4．2～0．4
3．2～0．6

2．0　4．8～0．6
1．8　3．4～0．4

8
0
0

1
1

3．8～0．4
2．8～0．6

棄却限界

3．9～0．5
3．5～0．3

3．4～0．6
3．2～0．4

3．7～0．3
3．3～0．3

3．9～0．3
3．2～0．4

3．3～0．3
3，3～0．3

10歳群

20歳群

30歳群

40歳群

50歳群

例
数

0
0

0
0
Q
U

小
○
○
†

0
0

n
◎
Q
U

小
O
Q
T

0
0

3
Q
U

小
O
Q
↑

O
Q
U

O
◎
り
目

交
）
Q
†

0
8

0
0
り
召

δ
O
T

霧最大一十小

一3．1

－2．2

一6．2～一〇．6
－4．0一）一〇．6

0
8
1
0

一
一
～
～

9
召
0

慶
り
4

8
Q
り

9
ρ
－
一
一

一2．6

＿1．5

一2．2

－1．8

一4．2～一〇．8

－2．8r）一〇．6

一3．8～一〇．8

－3．6～一1．2

」
4
8
0
0

一
一
～
～

0
0
乙

，
5
4

一
一

9
〃
0
0

り
右
－

　
一
一

棄却限界

一5．1～一1．1
－4．0～一〇．4

一4．3～一1．3
－3．5～一〇．3

一4．5～一〇．7

－3．0～　0

～3．7～一一〇．7

一一 R．2～一一〇．4

一4．1～一〇．3

－3．6～　0
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第10表（e）Tの高さ　・VL誘導　（単位mm）

10歳群

20歳群

30歳群

40歳群

50歳群

田

第10表（h） Tの高さ　V2誘導　（単位mm）

例
数

－
」
生

Q
U
ρ
0

Ω
乙
0
4

小
O
Q
↑

0
0

n
O
O
◎

小
○
♀

3　30
　29（1）♀

O
Q
り

Q
U
9
召

小
○
Ω
T

δ　30
　27（1）♀

平
均

一3．4

－1．6

一1．3

－0．7

一1．4

・一 Z．7

一1．3

－0．7

1
0
1
1

脚
馴

最大～最小

1．8r》一1．5

1．5～一〇．7

0　～一3．0
0　～一2．6

0　～一2．4
0。2～一1。8

0　～一3．8
0　～一2．0

0　～一2．6
1．0～一2．0

棄却限界

一2。8～一〇．2
－1．6～　　 0．2

一2。3一》一〇．3

－1．6～　 0．2

一2．6～一〇．2

－1．8～　0．3

一2．5～一〇．1

－1．7～　　0．3

一2。3～　　0．1

－2．0～　0

10歳群

20歳群

30歳群

40歳群

50歳群

引
数

　29（1）δ
　25（5）♀

δ　　30
　28（2）♀

δ　　30
　26（4）♀

小
O
O
↑

小
O
O
T

0
9

Q
U
9
召

0
8

0
0
9
召

平
均

10．4

5．9

最大～最小

22．6r》一3．4

11．2～一8．8

0
0
0
0

Q
U
Ω
孟

　
｝～
｝

り
召
n
b
n
b
4

1
｛
一
｛n
O
O

O
匠
0

1

　
00
1

　
一～
～0
4

1
n
ヲ

20
＝
り0
4

1

4
9
右

0
0
ー
ユ

～
～

4
4
」
4

0
0
U

2り召
9
臼

n
ジ
4
0
0
只
り

0
0
K
U

19．6一）　 2．6

11．8～’　1。8

＊（）は陽性T波を示す例数，

棄却限界

＊（）は陰性T波を示す例数．

第10表（f）　Tの高さ　。VF誘導　（単位mm）

10歳群

20歳群

30歳群

40歳群

50歳群

第10表（i）　Tの高さ　V3誘導　（単位mm）

平
均

例
数

8
ρ
O

n
乙
－0
0

9
U
O
O

公
）
0
↑

」
蔓
Q
U

O
4
1

0
0

0
0
n
◎

小
O
Q
T

0
0

n
O
O
O

小
O
Q
T
O
Q
り

0
0
0
4

〈
○
O
T

最大～最小

5．8～0．8
3．2～0．8

4．4～0．8
5．5～0．4

2．2　4．4～0．6
1．4　2．8～0

7
響
4
1
1 －
回
り
9
召
－0
8

0
0
Ω
4

小
O
O
†

3．0～0．6
3．8～0．6

3．8～0．8
3．8～0．2

棄却限界

3．6～1．0
3．0～0．2

3．8～1．0
3．6～0．2

4．0～0．4
2．8～0

3。1～0．3
2．8～0

3．5一）　0．7

3．3～一〇。3

10歳群

20歳群

30歳群

40歳群

50歳半

平
均

工
数

0
②

Q
U
O
O

　
2

δ
♀

10．2

6．4

Q
U
9
召

0
ビ
リ

ー

0
0

0
0
0
0

小
O
Q
T

0
0

0
0
0
0

小
O
Q
T
A
U
Q
り

0
0
0
4

小
O
Q
†

0
0
0

6
0
Ω
4

小
○
○
†

10．8

5．5

10．3

5．4

10．1

6．4

最大～最小

20．8㌔’　0．8

11．8～一2．4

18．0～5．2
10．2～0

21．5～3．2
8．4～1．8

20．6一》　3．2

12．8～　1．8

29．6r】　3．6

9．2～1．4

棄却限界

16。2～4．2
11．9～0．9

16．3r》　 4．3

10．5～一〇．1

16．8「》4．8

10．2～0．8

16．1～4．5
10．8～　　0

16．1～4．1
10．8～’0

＊（）は陰性T波を示す例数．

第10表（g）　Tの高さ　VI誘導　（単位mm）

10歳群

20歳群

30歳群

40歳群

50歳群

臣
数

　24（6）3
　15（15）♀

　26（4）δ
　15（15）♀

　23（7）δ
　9（21）♀

　23（7）3
　12（17）♀

　2i（9）δ
　20（8）♀

平
均

0
0
厚
～
4
1 －
ρ
U

4
9
召

居
U
ρ
0
4
0

最大～最小

13。2～一2．2

3．2～一4．6

7．6～一2．4

4．6～F4．6

12．8～ノー2．4

2．4～一2．8

3．910．8～一2．8
0．6　2．4～一3．4

－
G
り
0
0
1

7．4～一3．6
2．8「げ一2．4

棄却限界

崇（）は陰性T波を示す例数．

第10表（」）Tの高さ　V4誘導　（単位mm）

10歳群

20歳群

30歳群

40歳群

50歳群

平
均

例
示

0
0

0
0
0
0

ε
O
†

n
V
O

O
O
O
O

小
O
O
↑

0
0

0
0
0
0

小
O
Q
↑

io．4

6．0

10．6

4．9

最大～最小

23．6～2．2
13．6「げ0．8

18．0～2．8
13．2～1。0

9．6117．6r）1．6

5．1　10．4～1．4

り
召
4

8
慶
U

O
n
σ

0
0
9
ヨ

〈
・
0
0
↑

0
0
4

8
尻
U

0
0
0

0
0
9
召

介
0
∩
子

13．2～2．4
13．0～　 1．2

23．4～4．0
9．8～1．8

棄却限界

16．9「》3．9

11．1～0．9

16．8「∀4．4

9．8～0

15．7～3．5
10．1～0．1

13．6～2．8
11．1～一〇．3

15．2～2．4
10．3r》0。5
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第10表（k）Tの高さ　V5誘導　（単位mm）

10歳群

20歳群

30歳群

40歳群

50歳群

第11表：QRS幅　（単位1／100秒）

例
数

0
0

0
0
3

δ
O
†

0
（
U

O
O
O
O

小
O
Q
T

0
0

0
0
0
0

♂
Q
↑

O
Q
U

O
O
∩
看

〈
・
O
O
†

輩鰍一尉

0
7
・

8
＝
U

0
0

0
0
に
U

0
ヴ
8

8
」
4

G
U
1

7
＝
り

＝
り
4
7
4
0
8

0
0
り
召

〈
・
O
Q
↑

16．8～’2．0

8．0～2．4

15．6「げ2．2

10．8～’1．0

14．8～　1．6

9．4～1．4

12．8～2．2
11．4～2．0

17．6～2。0
9．4～1．8

棄却限界

13．0～3．0
9．5・》1．9

12．7～　3．3

8．9～1．1

13．1～2．9
8．9～0．5

11．9～3．9
9．6～0．6

12．7～2．3
8．1～0．7

10歳群

20歳群

30歳群

40歳群

50歳群

〈
・
O
Ω
－

小
○
○
†

小
O
Q
T
小
O
Q
T
小
0
0
〒

歯
数

0
0

n
O
Q
U

0
0

Q
U
O
OO
A
》

0
0
0
00
0
σ

∩
0
0
乙

0
0
0

0
0
9
耐

平
均

4
0

7
ワ
‘

ワ
置
厚
8

ワ
8
ワ
．

8
農
U
7
7
ρ
0
4

ワ
8
ワ
8

慶
U
罠
U

7
ワ
5

最大～最1」・

10．0～6．0
8．5～6．0

9．0～5．0
9．0～6．0

9．0～6．0
10．0～6．0

9．5～6．0
9．0～6．5

9．0～6．0
9，0～5．0

＊表示せる数値は皿誘導のもの．

第10表（1）　Tの高さ　V6誘導　（単位1nm）

10歳群

20歳群

30歳群

40歳群

50歳群

例
数

0
0

0
0
Q
U

爪
6
Q
T

0
0

0
0
0
0

小
O
Q
T

0
0

9
U
3

小
0
0
T

O
Q
U

n
O
9
召

〈
－
O
Q
↑

0
8

n
δ
Ω
4

小
O
Q
T

均

n
b
9

K
り
q
U

9
召
O

E
り
4

4
n
b

配
り
3

最大～最小

9．6～1．8
6．6～1．8

9．8～1．6
9．6～0．6

8．0～1．4
7．6～1．4

8
0
0

1
1

～
～

0
ρ
0

8
ρ
0
8
0
4
4 7
0
σ

4
Q
U

13．0～1．0
7．4～1．6

棄却限界

8．9～2．3
6．4～1．4

8．0～2，4
6．8～1．2

8．5～2．3
6．6～0．6

7，3～2．3
7．0～1．0

7．5～1．9
6，0～0，6

に小さくなる傾向を示した．これらの値は戸山の値と

ほぼ一致し，Kossmannの値よりやや大であった，

　STの低下，上昇は0・05mV以上の低下，0．1mV

以上の上昇を示す例はV1，　V2のST上昇を除いては

見られなかった．V1，　V2ではST部分の判定は困難

な例が多かったが，一般にはSTは上昇し，直ちにT

に移行する例が多かった。

　第11表はQRSの幅を示し，各誘導にて各年代，性

別に著変を認めなかった．四肢誘導では0．10秒が4

例，0．095秒が3例，0．09秒が22例に認められた．

0．05秒以下の例はなかった．胸部誘導ではV1～V3で

やや幅広い平均値を示す傾向が見られたが，特に0．10

秒を超す例は見られなかった．正常QRSの幅につい

ては，三等5〔，）は0・10秒以下，難波60）等は0．11秒，

Grayble11Ω）は0．12秒の例を認めているが，　Gold・

befger　16）は0．11秒，上田等107）は0．10秒を正常

としている．

　第12表は胸部誘導のRの頂までの時間，即ち所謂

intrinsicoid　de昼ectionを示すまでの時間である．時

間はV1よりV6に至るに従い順次大となるが，　V1と

V2，　VほとV6の問には大きな差が見られなかった．

VbV2では0。04秒を示す2例を除いては0．035秒

以下で，V5，　V6で0．05秒を超す例は見られなかっ

た．上田107），Goldberger　16）はV1のintfinsicoid

de且ectionまでの時間は0．03秒までを正常値として

いるが，Sokolow　87）は右室肥大基準としてV1，　V2の

intrinsicoid　deflectionの時間を0．04秒以上とし，

左室肥大時にはV5，　V6で0．05秒以上を異常として

いる．V1で0．04秒を示す2例は正常の限界を示す

ものかと考えられる．

第i2表（a）　IntriRsicoid　Deflection（1．n）

　　迄の時間　V1誘導　（単位》ioo秒）

10歳群

20歳群

30歳翌

40歳群

50歳群

小
0
0
†

ホ
○
○
↑

小
O
Q
T
小
O
Q
↑

小
O
O
了

語
数

0
0

0
0
0
0

0
0

Q
り
n
O

0
0

0
0
0
0

0
9

Q
u
O
ρ

（
U
8

n
O
Ω
ム

平
均

0
0

0
召
Ω
乙

0
0

9
召
9
召

0
ρ
0
り

り
召
－
」

n
U
O

9
召
9
召

q
り
1

1
Ω
4

最大～最小

3．0～1．0
3．5～1．0

3．0～1．0
3．5～1．0

4．0～1．0
2．5～0．5

4．0～1．5

3．0～LO

3．0～1．0
3。0～1．0
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第12表（b）工D．迄の時間V2誘導（単位ろioo秒）

10歳群

20歳群

30歳翌

40歳群

50歳群

小
O
Q
T
小
0
0
〒

〈
・
0
0
†

小
○
○
〒

小
○
O
T

平
均

第12表（e）LD，迄の時間V5誘導（単位ろioo秒）

例
数

0
0

0
0
0
0

0
0

0
0
0
0

0
0

0
0
0
0O
n
σ

0
0
り
召

0
8

0
0
9
召

0
4
1
」

9
召
0
4

0
0
1

9
召
り
召

4
9
召

9
β
9
召

1
1

9
θ
0
4

Ω
4
1

Ω
4
9
召

：最大～最小

3，5～1．0
3．5～L5

3．5～1．5
3．5～1．0

4．0～1．5
3，5～1．5

4．0～1．5
3，5～1．5

3．5～1．5
3．5～1．5

10歳群

20歳群

30歳翌

40歳群

50歳群

小
O
O
↑

小
○
○
†

小
O
O
†

小
O
Q
T
小
○
♀

例
数

O
A
U

O
O
O
O

0
0

9
U
O
O

0
0

0
◎
0
0

O
n
ジ

0
0
り
召

0
0
0

0
0
Ω
乙

平
均

鴨
り
0
0
0
4
0
8

4
Q
U
n
口
0
0

0
0
0
0
O
U
O
O

O
O
O
O り
4
0
0

4
Q
U

最大～最小

5．0～3．5
5．0～3．0

5．0～3，0
5．0～3．0

4．5～3．0
5．0～2．5

5．0～2．5
5．0～2．5

5．0～3．0
5．0～3．0

第12表（c）1．D．迄の高聞V3誘導（単位～丘oo秒）

10歳群

20歳群

30歳翌

40歳群

50歳群

小
O
O
↑

3
0
†
小
○
Ω
T

小
○
○
†

小
O
Q
T

平
均

第12表（f）1．D．迄の時間V6誘導（単位駈oo秒）

例
数

0
0

0
0
0
0

0
0

0
0
0
0

0
0

0
0
0
0O
Q
り

0
0
9
召

0
8

Q
U
9
召

8
7

Ω
4
Ω
4

O
U
1

9
召
0
0

1
0

0
0
0
0 ワ
」
ワ
」

9
召
9
召

K
U
O
O

Ω
4
9
召

最大～最小

4．5～1．0
4．5～1．5

4．0～1．5
4．5～1．5

4．0～2．0
4，0～1．5

4．0～1．5
4．0～L5

4．0～L5
4．0～1．5

10歳群

20歳群

30歳翌

40歳群

50歳群

小
O
O
↑

δ
Q
T
〈
φ
○
↑

〈
・
O
Q
T

δ
Q
T

例
数

0
0

Q
U
1
0
0

0
0

0
0
0
0

0
0

0
0
0
00
0
り
0
0
2
0
8

0
0
0
4

平
均

0
0
4
4
9
召
0

」
蔓
』
蔓

i
O
O

4
Q
U

1
0
4
4
4
0
4
4

最大～最小

5．0～3．5
5．0～3．0

5．0～3．0
5．0～3．0

5．0～3．5
5．0～2．5

5．0～2．5
5．0～2．5

5．0～3．0
5．0～3．0

第12表（d）1．D．迄の時間V4誘導（単位％oo秒）

10歳群

、20歳群

30歳群

40歳群

50歳群

δ
○
↑

小
O
Q
↑

小
○
○
↑

小
○
Ω
－

小
O
Q
†

例
数

0
0

∩
0
0
0

O
A
U

g
U
Q
U

0
0

0
0
Q
u
O
Q
U

q
U
O
召

0
0
0

q
U
9
召

平
均

艮
U
O
O

∩
O
Q
U
貿
U
に
U

O
O
O
O
ρ
U
K
U

O
O
n
O
】
h
り
0
4

0
0
0
0
G
U
3

0
0
0
0

最：大～最小

4．5～2．0
5．0～2．5

4．5～2．0
4．5～2．0

4．5～2．5
4．0～2．5

4．5～2．5
4．5～2．5

5．0～2．5
4．5～2．5

　第13表に示すQT時間は，心搏数を始め色々の要

因により変化する職55）といわれているが，QT時間

と心亭亭との関係を示す：Holzmann－Heggline　28・108）

の計算式で異常を示す例は見られなかった．高年代で

は若年代よりQT時間が延びる傾向が見られたが，

男女の差は見られ得なかった．

　正常心電図の分析は色々の報告16・19・39，蝿弧50・57・

59・60・79・80，114）が見られるが，その値は多少の差が認

められる．この中には年齢別にしたもの，性別にした

もの80・109），或いは健康成人として20歳代の青年を集

めたもの19・103）等が見られるが，一般に用いる正常

値は特に年齢，性に分けていないようである，余の計

測値もこれらの報告と大差は見られなかったが，各年

代，男女の値に多少の差を認めた。特に差のある大部

分は，男が女より大なる電位を示し，かつ若年者が高

年者より大なる電位を示す傾向を示すようであった．
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このことは男女或いは年齢の変化による体儲の差，生

理的な変化，或いは日常生活の差等とも或る程度関係

するものと考えられる．従って心電図計測に当って

は，年齢，性について考慮が払われた上で異常性の有

無を検することが必要ではないかと考えられる．

　心室肥大の判定基準はSokolow　86・87），　wilson　114）

Myers　58）Goldberger　16）：Kossmam等がそれぞれ独

自の立場より定めているが，これらの中でSokolow

等の基準が最もよく用いられているようである．これ

は1）心筋が肥大することによる心電位の増大と，2）

Ventricular　Aktivation　Timeの延長及び3）肥大，

拡張によって生ずる心筋の変化を目標としたものとに

大別される．第14～19表はSokolow等の基準に正常，

297例を当てはめ，年齢，性に分けて計算したもので

ある．正常例が示す値の限界を超すものを異常と考え

得るなら，先に求められた各計測値及びその棄却限界

がSokolow等の肥大判定基準と同じ意味の値と見な

し得る．

　正常例では第12表に示すようにV1のintrinsicoid

deHectionを示す時間が0．04秒を超す例はなく，V6

でも0．05秒を超す例は見られなかったし，ST一一Tの

変化もSokolow等の基準以上の変化を示す例は見ら

れなかった．しかるに正常例より得られた心室電位の

大きさは，各年代，性別に差を有するため，これより

合成される各計測値も必然的に各年代及び性別の差を

認めている．

　右室肥大については，VIRの棄却限界は若年代群

にては10mmを超したが，：Kossmannの示す最大値

より小であった．VI　Sは正常例の最小値は2mmよ

り僅かに大であったが，棄却限界は（一）を示すもの

があり，正常例の分散度がやや広いことを示してい

第14表IR十皿S　（単位mm）

10歳群

20歳群

30歳群

40歳群

50歳三

井
数

0
0

0
0
Q
U

3
Q
T

平
均

り
召
18
8
4
P
O

7
5
8

0
0

q
U
3

小
O
Q
T

O
U
O
O

7
ヴ
8
0
0

0
0
Q
U

小
O
Ω
T

Ω
4
貿
U

O
O
8

0
0
U

O
O
9
召

小
○
∩
干

0
0
0

Q
U
9
召

小
○
○
〒

0
居
∪
0
0
8

最大～最小 棄却限界

14．0～2．4　　14．1～2．3
18．4～4．2　　13．4～2．8

12。8～3．0
14．8鯛》4．2

16．0～4．0
17．0～3．8

20．6～3．6
13．6～4。2

14．8一）2．6

20．0～4．4

12．3r》2．5

13．3r》3．7

13．7～　2．1

13．9r》1．7

14．6「》　1．8

14．2～　1．8

14．4～　1．6

14．9一》2．1

第15表　V1誘導R／S

10歳群

20歳群

30歳群

40歳群

50歳群

平
均

加
数

0
0

n
O
Q
U

小
O
Q
T

0
0

Q
U
∩
0

Q
†
小
○

小
○
○
↑

0．57
0．48

0．49
0．46

300．48
300．37

O
n
U

g
U
り
召

小
O
O
T

0
8

0
U
9
召

小
O
Q
†

0．36

0．37

0．28

0．29

最大～最小

0．96～0．20
0．94～0．11

0．88、0．14
0．95～0．13

0．98～0．10

0．95、0．13

0．95、0．06

0．95、0．04

0．80～0，01

0，96、0．13

棄却限界

0．95～0．19

0．96～0

0．87β㌧0．01

0．87～0．05

0．95～0．01

0．84～

0，82～
0．79・》

0．66～
0．68～

第13表　QT時間　（単位1／100秒）

10歳群

20歳群

30歳群

40歳群

50歳群

小
O
Q
†

3
Q
T
小
O
O
T

小
O
Q
T

〈
O
Q
T

例
数

0
0

0
0
0
0

0
0

0
0
Ω
0

平
均

35．8

34．8

36．7
35．6

30　　36．8
30　　36．4

O
Q
σ

0
0
Ω
4

0
0
0

Q
サ
0
4

36‘3

37．0

37．0
37．4

最大～最小

43．0～27．0

43．0～30．0

41．5、30．0

40．0、32．0

45．0～32．0
40．0～31．0

45．0～32．0

42．0～29，0

42．0～30．0

45．0～26．0

第16表　VIR十V5S　（単位mm）

10歳群

20歳群

30晶群

40歳群

50歳群

小
O
O
T
小
O
Q
T
小
0
丁
目

，
全
Q
Q
T

3
Q
↑

平
均

例
数

0
0

0
0
0
0

0
0

0
0
0
0

0
0

3
0
0
O
Q
U

O
O
り
μ

0
∩
0

0
0
り
召

Q
U
O
O

O
U
ρ
0

最大～最小

22．4～　3．8

16．4～　1．0

8
9
召

9
召
9
リ

～
～

8
．
り
召4
0
1
1

ρ
U
ρ
0

8
ρ
U

Q
V
O
O

ρ
0
民
り

14．0～2．4
15．0～0．2

6．0　13．2～2．6
4．9　　9．8～1．0

4
0
0
0
0

～
）

ρ
U
K
U

O
1

1
ー
ユ
4
Q
U

4
ぼ
り

棄却限界

17．4～
14．1～

15．6・）

12．6～・

14．0～

12．5～

1L9～’
10．9～

10．3～
12．5～’

米表示せる数値は］1誘導のもの．
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第17表VコR十V£　（単位mm）

10歳群

20歳群

30歳群

40歳群

50歳群

小
○
O
T

8
0
†
δ
○
†

小
O
Q
T
δ
O
T

脚
数

0
0

0
0
0
0

0
0

0
0
0
0

0
0

0
0
0
0
O
Q
U

O
O
Ω
4

A
U
O
O

O
O
9
召

平
均

1
0
0
7
4 9
召
り
召

ρ
0
丙
U

匿
U
Q
U

5
0
0
8
」
4

4
0
0
n
ご
ρ
0

Ω
4
Q
U

最大～最小

15．4～　3．6

10．0～1．2

13．6r》1．4

9．4～2．0

12．0～2．4
12．4～　1。2

i1．4～　1．8

7．6・）0．8

7．8～0．2
9．2～1．0

棄却限界

13．3～

9．8～

11．7～

10．0～

11．3～

9．4～

9．7～
8．2～

7．6～

8．5～

第18表　VIS十V5R　（単位mm）

10歳群

20歳群

30歳群

40歳群

50歳群

口
Q
O
†

小
O
O
↑

介
0
0
T
小
○
Ω
T

小
O
Q
↑

例
数

0
0

0
0
0
0

平
均

36．3

25．3

18齢

0
0

q
U
g
U
O
G
U

O
O
O
4

0
8

9
U
Ω
乙

31．4

27．2

32．2

29．6

31．0

31．7

最大～最小

53．0～18。2
43．2～16．0

46．2～26．0
39．6～19．0

50．8、21．2
45．0～17．2

55．6r》13．4

44．4～16．4

55．4～10，8
55．4～12．4

棄却限界

52．7～
40．5～

49．1～
41．8～

46．2～
43．4～

48．0～
44．9～

47．4～
47．7～

第19表　V星S十V6R　（単位mm）

10歳群

20歳群

30歳群

40歳群

50歳群

小
O
Q
T
3
0
↑
3
∩
千

8
Q
T小
O
∩
干

御
数

0
0

Q
U
Q
U

0
0

Q
U
Q
U

0
0

0
0
0
0O
Q
り

q
U
9
召

0
8

3
9
酬

平
均

28．2

22。7

26．1

23．4

24．1

22．4

24．1

23．7

最大～最小

46．4～15．8
43．2～11．4

42．2、20．8
38．8～11．0

50．6一）10．6

41．2～io．6

42．0～8．4
40．0～11．8

23．9「42．4～10．4

22．4　41．8一》11．4

棄却限界

41．7～
34．8～’

39．1～
36．4～

38．5㌧
36．6・一

38．5～
36．2～

38．3㌔
36．4～

田

る．aVRRはSokolow等の値とほぼ一致したがV6S

は小さな値を示した．VIR／Sは若年代ではほぼ1．0

に近かったが101）高年代に移るに従い小となり，50歳

群ではほぼ0．7であった．この値はSokolow等の値

と若年代群でほぼ一致しているがGoldberger　16）は3

以上を異常としている．男女の間に差を認めなかっ

た．VIR＋V5S，　VIR十V6Sは前者は高年代でSokolow

等の値10．5mmに近かったが，若年濾液では大とな

り，後者では若年代にてSokolow等の値に近い値：を

示したが，高年代に移るに従い小さな値になってい

る．

　左室肥大の基準につ・いてSokolow等の基準と比較

すると，IR十皿S，・VLR，・VFRは大部分の例がSokolow

等の値より小さく，。VFRの10歳高詠においてのみ僅

かに大であった．正常例でのV6RはV5Rより遙

かに小さく，V6Rの値は10歳群及び30歳群の男を除

いては棄却限界はSokolow等の値26mmより小さ

かったが，V5　Rでは各年代群，男女ともSokolow等

の値より遙かに大きな値を示した．従ってVIS＋V∬R

にて各年代群女子にてSokolow等の値35mmにぼ

ぽ近い外は，VIS十V5R，　VIS十V6Rはいずれも大きい

値であった．

　Sokolow等の基準を肥大判定の基準とすることに

対する批判は色々見られる．上田1iO）はSokolow等

の基準は肢誘導の値は大き過ぎ，VIS←V5R＞35mm

が最も異常を見出し易いと述べ，戸山102）も肢誘導は

Sokolow等の値より小さな値，　V5R，　V6Rは大きな値

を示し森102）は平均値は戸山よりやや低い値を示して

いるが，男女を比べIR，。VIRは男より女の平均値が

大であるとしている．薪谷84）は老入にてはV5R＞26

mm，　VIS十V5R＞35mmは左室肥大例にても十数％に

過ぎず，VIS十V5R≧25mmが左室肥大に当てはまる

としている．：Kossmann　38）はSokolowの基準と余り

大差のない値を示しているが，油谷1）はSokolow等

の基準は陽性率も高いが偽陽性率も高いと述べてい

る．戸山は40歳以上ではVIS十V6R≧35mm，40歳以

下ではVIS十V8R≧40mmを判定基準とし，特に老年

老ではVIS十V‘5R＞28mmを提起している．余の正常

範囲の限界は戸山の値と類似する点も見られるが，若

年者にては男女の差を考える必要があるのではなかろ

うかと思われ，また全休として，なおやや高い値を示

しているようである．

　d）食道誘導

　第20表は正常48例について施行した食道誘導心電

図，特に心房波の所見を示すものである．食道誘導に

ついては多くの報告62・63・き8・81，・98・104）があり，その
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第20表　正常食道誘導（心房波）

　　Pの幅
（単位1／100秒）

　Pの電位
（最大電位mm）

　PQの電位
（最大のものmm）

　PRの電位
（最大のものmm）

　Psの電位
（最大のものmm）

　PRの頂まで
の時間（最大のも
の，単位1／100秒）

　PRの頂まで
の時間（最小のも
の，単位1／100秒）

裂霧最大～最小

匿
U
O

ρ
U
ρ
U

～
、0
0

6
1
■
1

1
1
E
U
O

Q
り
Q
U

K
U
6
0

9
召
9
白

小
○
○
↑

＝
り
n
ジ

8
ρ
0

趨
り
0
0

0
4
0
召

小
O
Q
T
E
り
0
0

9
召
り
召

小
O
Q
T
ぼ
り
0
0

り
召
9
右

小
○
○
↑

12．0～4．8

10．6、4．8

0．8　2．4～0．1

0．6　2．0～0．i

4．7　7．0～2．8

3．6　6．0～2．4

ワ
8
7
「

K
り
0
0

箴
U
O
O

O
4
9
召

小
○
O
T

8．8～2．8
7．4r》2．2

0
Ω
4

£
U
n
O

、
～

0
ρ
0

0
Q
U

lQ
り
Q
U

7
6
7
8

π
り
0
0

9
召
9
瑠

小
○
♀

0
4
0

一
◎
＝
り

民
U
O
O

9
隠
り
召

小
○
O
T

6．8～3。4
6．4～3．8

棄却限界

12．4～

10．2～

3．1～

2．4～

7．2～
5．9～

8．8～
6．4～

＊PRの頂迄の時間は，心房P波のIntrinsicold
　De6ection迄の時間の中，最も小さいものと，

　最も大きいものを示す．

r

第21表（a）Mr（単位cm）

10歳群

20歳群

30竹群

40歳群

50歳群

δ
小
○

小
O
Q
†

小
O
Q
T
小
O
Q
T
小
O
Q
T

雲
紙

0
0

0
0
Q
U

0
0

6
◎
n
O

0
0

0
0
0
0O
Q
り

0
0
9
召

0
0
0

0
0
0
4

平
均

7
民
U

O
O
O
O
7
・
4

0
0
0
0

0
0
4

0
0
0
0 7
Ω
り

0
0
q
U

最大～最小

4．6～2．7

4．0～2．4

4．4～2．3

4．6～1．8

4．6・》2．9

4．0～2．0

4．4～2．5

4．2～2．7

Ω
4
Q
り

9
召
－

～
～

ρ
U
Ω
乙4
4

ρ
0
0
0

0
0
0
0

棄却限界

5．2～2．2

4．8～2．2

5．3・》2．1

4．7～2．1

5．2～2．4

4．7～2．1

4，3～2．1

5．1～2．5

5．1～2．1

5．4～2．2

波食の変化，或いは一般心電図の各波との関係等につ

いても色々述べられている．しかし心臓と電極の位置

との関係等の条件からかその電位の大きさには若干の

差が見られるようで，余の例においても，馬鐸型，各

誘導との関係については種々の報告65，83・89）とほぼ

同じ結果を得たが，その電位特にP波の振幅について

は杉原89）の値より小さく，田坂98）の値よりやや大で

あった．なお食道誘導P波と一般心電図P波との時間

的関係については，一部を心房波の項で述べた．

　五．心臓レ線像

　第21表は正常心電図を計測した健康成人297例につ

いてレ線撮影した心臓陰影についてMoritz法53），

Vaquez－BOfdet及び蓮尾法22）に従って測定した値で

ある．

　Moritzの測定法についてはGraedel　lo6），　Dietolen

9）等の値よりやや小さい値を示し，額田等61）のもの

と比べ著明な差は認められなかった．またそれぞれの

棄却限界はMr，　MI，　oQ，　uQ，　Bfでは大部分は平均値

±1．5cm以内，　Tr，　しでは±：2．Ocm以内で，　Dieto・

1en　9）が±1．5cm以上の差があるものを異常とする

考えを一応満足させる値であった．各値について額田

61），Dietolep　9），早野23），三沢47）等は年齢差及び男

女の差を認めているが，余の例で20歳群を基準として

他の年代群を比較した場合，特に平均値に有為の差は

なかったが，各年代の男女の大部分に有為の差を認め

た．しかし男女間の平均値の差が1cm以上を示すも

第21表（b）M1（単位cm）

10歳群

20歳群

30歳群

40歳群

50歳群

δ
○
†

小
O
Q
T
小
O
Q
↑

小
0
0
†

小
0
0
↑

例
数

0
0

0
0
0
0

0
0

0
0
0
0

0
0

0
0
0
0
O
Q
り

0
0
り
召

0
0
0

り
劃
2

平
均

0
配
U

8
7
5
0
0
0
0

8
ワ
量

Q
U
9

8
7
P
O
n
口

n
O
7
Q
U
O

O
O
O
O

最：大～最小

9．5～6．1

7，1～6，7

9．3～6．3

8．2～6．5

9．4～6．2

9．3～6。4

9．4～6．8

8．4～6．6

9．4～6，2

8．3、6．3

棄却限界

9．7～6．3

8．9～6．1

10．0～6，6

9．3～6．3

10．1～6．5
9．7～6．1

10．2～6，8

9．5～6．3

10．i～6．5

9，8～6．2

第21表（c）Tr　（単位cm）

10歳群

20歳群

30歳群

40歳群

50歳群

小
O
O
↑

小
O
Q
〒

小
0
0
↑

♂
O
↑

小
○
○
↑

例
数

0
0

0
U
O
O

0
0

0
0
0
0

0
0

0
0
0
0O
n
コ

0
0
0
4

平
均 最大～最小

11．5113．0～10．3

11．0　12．1～9．9

12．0

11．3

12．1

11．5

12．4

11．6

0
7
‘

9
々
1
1
1
0
8

Q
U
O
4

13．3一》10．2

12。0～9．3

i3．2～9．3
12．1～9．8

13．3～10．7

12．1～10．7

13．6・）9．9

i2．1～9．4

棄却限界

13．5r》9．5
12．8～’9．2

14．0～10．0
13．2～　9．4

14．3㍉ノ9．9

13．5～9．5

14．6一∀10．2

13．6～9．6

14．2r》　9．8

13．6r》9．8
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第21表（d）L　（単位cm）

山 田

io半群

20歳群

30歳半

40歳群

50歳群

小
O
O
↑

小
O
Q
T
♂
O
T

小
0
0
†

〈
・
O
O
↑

第21表（9）町Br（単位cm）

平
均

例
数

0
0

0
0
0
0

最大～最小

12．8

11．9

181穆：l

　l

0
0

0
0
0
0O
n
口

Q
り
り
β

0
8

0
0
9
4

13。5

12．4

13．5

12．6

12．9

11．9

14．4～11．6

13．1～10．6

15．0～12，1

13．5～11．1

14．7～12．5
14．3～10．6

15．2～12．8
14．3～12．1

15．1～11．9

14．2～11．1

棄却限界

14．6～11．0
13。8～，10．0

15．5～11．3

14．0～10．4

15．3～11．7

14．3r》10．5

15．4～11．6

14．5r》10．7

15．0～10．8

13．7～10．1

例
数

10歳半

20歳群

30歳群

40歳群

50歳群

〈
6
Q
↑
0
0

0
0
0
0

0
0

0
0
0
0

小
O
O
T
小
○
O
T

小
O
O
↑

小
O
Q
↑

0
0

0
0
0
0 0
α
σ

9
U
9
召

0
0
0

Q
U
Ω
4

平
均

10，0

9．3

10．5

9．4

最大～最小 棄却限界

11．2～9．4
10．0～　8．2

11．7～9．5
10．3～8．5

11細：㌃1：1

10．8

9．8

11．4～　8．1

11．1～9．2

11．5～8．5

10．7～7．9

12．1～8．9

10．8～8．0

12．0～9．0

1L3～8．3

12．6～8．4

11．7～8．1

雪
二
8

0
　
　
　
●

n
O
7
層

～
～

ワ
8
n
O

・
　
　
　

●1
0
1
1

9
ρ
0
0

・
　
　
　

」

Q
U
O
O

～
～

7
E
U

●
　
　

●1
0
1
1

0
σ
9
0

0
　
　
　
●

O
U
n
口

第21表（e）oQ　（単位cm）

10歳群

20歳群

30歳群

40歳群

50歳群

δ
Q
†

小
O
Q
T
小
0
0
†

〈
・
0
0
↑

小
O
O
↑

第21表（h）　h　（単位cm）

関
数

0
0

3
0
0

0
0

0
0
0
0

0
0

0
0
0
0

平
均

4
Q
り

・
　
　
　
　
・

」
4
n
O

3
Q
り

●
　
　
　
・

4
6
0
0
0
0

・
　
　
　
●

4
」
4

0
4
0
4

●
　
　
　
・

」
4
イ
任

O
G
り

0
0
9
召

0
1

0
　
　
．4
4

O
n
O

O
O
9
召

最大～最小

5．6～3．4

5．0～3．1

5．6～3．3
4，8～2．4

5．6～3、5

5，1～3．2

5．9～3．2

6．1～3．7

5．7～3．9

5．6、3，5

棄却限界

5．6～3，2
4，9一）2．9

5．4～3．2

4．8、3．0

5．5～3．1

5．1～2．9

5．4～3．0

5．3～3，1

5．2～2．8

5．2、3．0

例 平
均 最大～最小 棄却限界

10歳群

20歳群

30歳群

40歳群

50歳i群

8
0
↑

小
O
Q
↑

小
Q
O
↑

〈
O
Q
T
小
O
Q
↑

0
0

0
0
0
0

0
0

∩
δ
0
0

0
0

Q
U
O
O
O
Q
U

O
U
O
4

0
8

0
0
0
乙

－
引
置
凸
●
　
　
●1
1
1
0

●
　
　
●1
1
1
0

●
　
　
●1
1
0
0

■
　
　
01
i
0
0

●
　
　
●1
1

1．6～0．7

1．7～0．7

1．7～0．8

1．8～0．7

1．8～0．7

1．7～0．6

1．7～0．6

1．7～0．6

1．6～0．5

1．7～0．5

1．7～0．5

1．7～0．5

1．6～0．6

1．5～0．5

1．7～0．5

1．6～0．4

1．7～0．3

1．5～0．5

1．7～0．3

1．6、0．4

第21表（f）uQ　（単位cm） 第21表（i）H　（単位cm）

外
数
平
均 最大～最小

’10歳半

20歳群

30歳群

40歳群

50歳群

小
O
Q
T
小
○
∩
￥

小
0
0
†

小
O
Q
↑

3
0
T

0
0

0
0
0
0

0
0

Q
U
O
Q

0
0

0
0
0
0
ハ
U
Q
り

3
0
ρ

0
8

9
0
0
4

【
り
4

●
　
　
　
●

麗
り
匿
り

－
ρ
0

■
　
　
●

ρ
U
K
U

9
々
0
0

0
　
　
　
　
●

ρ
U
匿
り

n
4
ρ
0

●
　
　
　
O

慶
U
＝
り

6．8、5．0

6．6、4．9

7．0～5，3

6．7～4．9

7．2～5．1

7．0～5，1

7．7～5。2

7，3～4．7

Ω
4
0
0

●
　
　
　
　
・

慶
U
」
4

、
～

8
響
h
U

5
　
　
　
●

厚
～
n
O
8
4

●
　
　
　
O

只
リ
属
り

棄却限界

6．7～4．3

6．6～4．2

7．5、4．7

6．9、4．3

7．6～4．8

7．0～4．6

7．7～4．7
6．9、4．3

7．2～4．4
6．6、4．2

例
数
平
均 最大～最小 棄却限界

10歳群

20歳群

30歳群

40歳群

50歳群

小
O
Q
†

一
”一△

○
○
↑

小
O
Q
T
小
○
α

8
0
↑

0
0

0
0
0
0

0
0

6
0
0
0

0
0

0
0
0
0O
Q
り

Q
U
Ω
4

0
0
0

9
U
9
召

置
り
3

■
　
　
・1
1
E
O
り
召

●
　
　
・1
1 4
り
召

●
　
　
・1
1

2．0～1．0

1．9～0．8

2．0～1．0

1．7～0．8

2．0～0．7
1．9～0．9

属
り
3

●
　
　
●

－
璽
2．0～1．0

1．8～0．6

ど
り
民
U

・
　
　

・1
1

2，コ～0．6

1．9～1．0

2．1～0．9

L9～0．7

2．0～1．0

1．7～0．7

2．0～0．8

L7～0。7

2．2～0．8

2．0～0．6

2．2～0．8

2．2～0．8
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第21表（m）Do　（単位cm）

253

10歳群

20歳群

30歳群

40歳群

50歳群

小
O
Q
†

小
O
O
T
小
O
O
↑

ε
Q
↑

δ
Q
↑

平
均

例
数

0
0
4

7
8
胃
～
0
0

0
0
0
0
9
召
4

8
ワ
8
0
0

0
0
0
0

0
0
＝
り

n
O
7
8

n
U
O

O
O
O
O

り
召
2

8
7
8

O
Q
U

O
O
9
刮

Q
U
O

ワ
8
7
5

0
8

q
O
9
召

最大～最小

9．1～6．5

8．1～5．8

9。3～6．3

8．4～6．0

9．4～6．1

8．5～6．3

9．4～6．3

8．3～6．1

9．5～6．8

7．9～5。2

棄却限界

9．6、6．0

9．0ン5．8

9．9～6．5

9．1～5．7

10．0～6．6

9．1～5，9

10．0～6．4

8．8～5。6

9．7～6．1

8．6、5．4

10歳群

20歳群

30歳群

40歳群

50歳群

小
○
O
T

ホ
O
Q
↑

小
O
Q
↑

3
Q
↑

小
O
O
T

平
均

例
数

0
0

旨
り
穴
U0
0

0
0
0
0 Q

U
ρ
0

」
任
4
0
0

0
0
0
0

Ω
4
0
0

一
〇
4
0
0

Q
U
g
U

0
0
0

に
U
丙
U

O
Q
り

Q
U
O
濁

り
4
0
0

ド
0
4

0
8

Q
U
9
召

最大～最小

6．3～4．7
5．4～4．5

6，1～4．3

5．2～4．0

6．0～4．2

5．5、3．9

6．0～4．6

5．3～4．8

6．2～4．9

5．4～3．7

棄却限界

6，ユ～3．9

6．1～3，9

5．9～，3．9

5．6～3．6

6．5～3．9

6．1～3．5

6．5～4．1

6．2～3．8

6．5～3．9

6．王～3．5

第21表（k）DG　（単位cm）

10歳群

20歳群

30歳群

40歳群

50歳群

小
O
O
宇

小
O
O
T
小
O
Q
T
小
O
Q
T

4
0
Q
T

第21表（n）D’Gノ（単位cm）

平
均

例
数

0
り
ρ
U

ρ
0
ρ
0
0
0

0
0
0
0 7

響
－

ρ
0
ρ
0
0
0

0
0
0
0
0
0
0

7
ρ
U
0
0

Q
U
O
O
0
0
0
0

7
ワ
置

O
Q
り

0
0
り
召

Ω
4
1

7
げ
f
0
8

0
0
9
μ

最大～最小

7．9、6．2

7．9～5。6

8．0～5．4

8．1～4．5

8．2～5．1

8．1～6．5

8．0’～6．7

8．2～6．6

8．1～6．5

8．0～6．2

棄却限界

8，2～5．6

7．8～5．4

8．1～5．3

7．5～4．8

8．5、5．5

8．0～5．6

8．6～6．0

8．7～5．9

8．6～5．8

8．6～5．6

10歳群

20歳群

30歳群

40歳群

50歳群

小
○
○
†

小
○
O
T

小
○
○
†

小
○
O
T

6
0
〒

平
均

例
数

0
0

0
0
Q
U

0
0

Q
U
g
U

0
0

0
0
0
0 O
n
ジ

0
0
9
召

0
8

0
U
Ω
4

io．0

9．5

10．1

9．7

io，3

9．7

10．4

10．0

10．6

9．8

最大～最小

11。7～8．3

io．5～8．5

棄却限界

12．2～7．8

11。6～7．4

12．3～8．2　　12．5～7．7

11．4～7，6　　11．7～7．7

12．1～8．3

i1．5～7．9

12．4～8．5

11．5～7．9

12．8、8．5
11．6「》8．0

12．3～8．3

11．9r》7．5

12．5～8．3

12．4～7．6

13．1～8．1

12．0～7．6

第21表（1）1A1（単位cm）

10歳群

20歳群

30歳群

40歳群

50歳群

♂
♀

小
O
Q
T
小
O
O
〒

小
0
0
↑

〈
・
O
O
T

第21表（o）　oG’　（単位cm）

平
均

工
数

G
り
ρ
0
4
4
0
0

り
0
0
0

ワ
5
一
〇4
4
0
0

0
0
0
0
0
0
0

4
E
O

0
0

0
U
O
U

9
召
－

K
リ
K
リ

0
0
U

6
0
0
乙
130
｛28 Q
U
O

4
5

最大～最小

6．1～3．8’

6．0～3。9

6．0～3。6

6．2～2．9

6．1～3．6

6．1～3．9

6．2～4．1

6．2～4．0

6．3～4．0

6．1～3．5

棄却限界

6．3、3．5

5．9～3．3

6．2～3．2

5．8～3．2

6．2～3．4

6．4～3．6

6．5～3．9
6．5～3．7

6．4～3．4

6．4～3．6

10歳群

20歳群

30歳群

40歳群

50歳群

小
O
O
T
6
♀
一
δ
♀
｝
ε
♀

小
O
Q
T

平
均

工
数

1
0
4

8
阿
イ0
0

0
0
0
0

最大～最小

8．7～6．7

7．3、6．4

O
n
O
　－＝
り
　

0
4

8
7
　8
7
　
8
7

0
0
　
　
0
0
　
0
Q
U

Q
U
3
　3
3
　
3
2

4
ー
ワ
8
7

～
～

Q
U
9
召

8
0
0

0
ρ
U

只
U
7
・

9
β
4

8
7
‘
0
8

0
0
り
召

9．2～7．4

8．0～6，9

9．0～7．2

8．4～6．7

9．9～7．0
9．1～6．7

棄却限界

9．7～6．5

7．6、5。8

9．7～6．3

9．1～6．1

9．5、6．7

9．2、5．8

9．6～6．4

9．1～5．7

9．9～6．5

9．1～6．7
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第21表（P）D’G　（単位cm）

10歳群

20歳半

30歳半

40歳群

50歳群

小
O
O
T
一
↑
O
Q
T
8
0
丁

小
○
0
7

δ
○
†

第2俵（s）Tr／Th　（単位cm）

例
数
平
均

ド
0
4

0
G
U

1

0
0
R
u

O
O
σ

1

ρ
0
慶
U

n
U
Q
り

一

0
0
　
　
0
0
　
　
0
0

0
0
3
　
　
0
0
0
0
　
　
0
0
0
0

0
0
σ

0
0
り
右

0
0
0

0
0
0
ん

10．4

9．3

10．0

9．4

最大～最小

11．6「》8．5

10．6、6．5

1重．6「》8．7

10．9「》8．8

11．7～8．0

10．8～9．2

11．8～6．9

10．4～6．5

12．2～8．5

10．4～8。4

棄却限界

12．0～9，0

11．1～7．7

12．3一》9．3

10．9、8．1

12．2～9．0
10．9「》8．1

i1．2、8．6

11．1～7．5

11．6～8．4

11．1～7．7

　　　　♂
10歳群
　　　　♀

20寧群

30歳群

40歳群

50歳群

＄
Q
↑

小
O
Q
T
小
○
O
T

〈
・
O
Q
T

例
数

30
R0

p
3
0
3
0
30
R0

黷
R
0
2
9

0
8

3
9
召

平
均

0．39

0．40

0．42

0．42

0．41

0。43

0．42

0．43

0．42

0．42

最大～最小

0．46～0．31
0．50～，0．34

0．50、0．30
0．51（し0．33

0．51～0．34
0．51～0．33

0．52～0．30
0．53、0。34

棄却限界

0．48、0．30
0．49、0．31

0．52～0．32
0．52、0．32

0．50～0．32
0．53、0．33

0。53～0．31

0．53～0．33

0．50～0．31　10．52～0．32

0．53、0．34　0．52一㌧0．32

第21表（q）GG，（単位cm）

10歳群

20歳群

30歳群

40歳群

50歳群

δ
Q
T
一
嵩
O
O
↑
8
Q
T
小
O
Q
T
小
0
0
↑

第21表（t）第豆斜位，左側面像（単位cm）

平
均

部
数

0
0

0
0
0
0

0
0

0
0
0
0

0
0

n
O
O
O
O
G
U

O
O
9
ρ

0
0
0

0
0
り
召

4
0
0
　
　
1
1

Q
U
Ω
U
　
　
9
8 Q
り
Q
U

8
7
5
り
召
－

G
り
0
0
－
Ω
4

Q
り
0
0

最大～最小

10．8～7．3

9．5、6．5

11．6～7．6

10．4～7．0

11．1～7．0
9．6「》7．4

10．9～7．8

9．6～7．4

10．9「》7．4

10．2～6．7

棄却限界

11．Or》7．8

10．0～6．6

10．9r》7．3

9．7～6．5

10．6～7．2

9．7～6．1

孟0．9rソ7．5

9．7～6．5

10。9「》7．3

10．2、6．2

t

T1

T2

例
数
平
均

O
O
厚
」

7
8
ワ
躍

0
0
8

0
4
1

小
O
Q
T

ワ
8
n
b

O
O
O
O

0
0
8

9
召
－

小
O
Q
T

小
O
Q
T

　　　　　δT（T1十T2）
　　　　　♀

BC

CD

斜位胸廓

BC十CD

小
O
Q
Tδ
小
O

23
P8

p
2
3
1
8
23
P8

m
2
3
1
80
0
8

0
4
1

小
0
0
↑

0
0
0

」
仙
0
0

『
0
9
召
　

n
O
n
O

7
u
7
8
　
　
E
リ
ビ
リ

n
O
4

」
任
4

1．91

1．94

最大～最小

8．4～6．8
8．3～7．0

4．6～2．9
4．4～3．0

棄却限界

8．6～7．0
8．3～7．1

4，5～2．9
4．2～3．0

4．8’～3．0

4．6～3．2

8．4’～6．5

8．0～6．5

6．5～4．4
6．2’～4．6

5．6～4．2
5．4～4．0

2．22～1．66

2．20～1。70

4．8’～3．2

4．4～3．2

8．4～6．6
7．9～6．5

6．6’～4．6

6．2～5．0

5．4’～4．2

5．2～3．9

2．20～1．62
2。15～1．70

第2r表（r）　D’G’／GG’　（単位cm）

10歳群

20歳半

30歳半

40歳群

50歳群

小
○
O
T

小
O
O
†

小
○
○
†

小
O
Q
T
小
O
Q
↑

例
数

0
0

0
0
0
0

0
0

0
0
0
0

0
0

0
0
0
00
0
∪

0
0
0
4

0
8

0
0
9
ρ

平
均

1．11

1．13

1．18

1．17

L19
1．20

L13
1．14

i．16

1．14

最大～最小

1．43～0．74

1．49、0．94

1．42～0．78
1．56r》0．79

1．52～0．82
1．55一㌧0．90

　　　へ1．53～0．8g
1．61～0。90

1．67～0．85

1．58、0．88

棄却限界

1．43、0．79
1．44～0．82

1．48一》0．88

1．49、0．85

1．48、0．90

1．53、0．87

1．44、0．82

1．43、0．85

1．50、0．82
1．49「》0．79

のはしで20歳，30歳群に見られた外はなく，これらの

所見も額田61）等の所見と類似している。

　次にVaquez・Bordet法，変法としての蓮尾の方法

による値は，天部分が蓮尾の示した値より僅かに大な

る値を示したが，Vaquez・Bordetの値より小であっ

た．これらの中H，DD’，　D’G，　GG’の大部分が男女間

の平均値に差を認めた．DGは各年代の間の平均値に

有為の差を認めたが，男女間の平均値の差は蓮尾に見

られるほど大きくはなかった．

　cardiothracic　Ratio（Tr／Th）は各年代及び性別の

間に著変なく，ただ高年代群でやや大となる傾向が見

られた．Danzer　8）は正常値を39～50％としている

が，余の値は20歳群以上でDanzerの値より2～3％
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大であった．

　左側此位における最大水平深径，対角径より心臓前

縁，後縁までの距離T1，　T2とその和の絶対深径T　2・

106・118）と，第皿斜位におけるFray　14）の方法による

BC，　CD及び斜位の胸廓径／BC＋CDを求め，それぞ

れ推計学的に処理した．得・られた成績はFray　14）の値

よりやや幅の広い値を示し，2．20～1．62であった．

　正常例に見られたレ線各測定値も，心電図測定値と

同じく，大部分に男女間に差を認めた．

　正常例に行なった推計学的処理は，測定値の分散度

が大きいためか棄却限界にく一）を示す例があり，こ

のような項では棄却限界の最小値を表示しなかった．

しかし棄却限界の最大値は，正常測定例の最大値と比

較的似た値を示すものが多かったので5％及び2．5％

の危険率にてそれぞれ正常の限界値を示すものとして

取扱つた．

　　　　B．異常例

　正常心電図及び心臓レ線陰影の計測値より求めた平

均値の棄却限界或いは正常最大値を超える値を異常値

として，このような値を示した症例120例について検

討した．

1．心電図　　、
　a）心室肥大

　心電図が心筋の電気現象の変化を記録し，この異常

により病的変化を推定するものである限り，その現象

を示す心筋が肥大しているならば，その電位は当然変

化することが考えられる．これらのことからWilson

14），　Goldberger　16）を始め，幾多の業績より色々の異

常に対する基準が求められて来た．しかし我々の観察

する電位は心臓より直接誘導するものでなく，あくま

で体躯を経た電位であるから，誘導部位と心臓との関

係紙町），特に病的変化による心軸の変化，或いは心

拡大による胸廓への接近32）や，体の痩肥壷の状態に

よっても大きな影響を受けるものと考えられる．従っ

て理論的には個々の症例においてそれぞれの判定の基

準が変らねばならないが，臨床上には考察が複雑とな

り過ぎるため利用され難い．肥大の判定に利用されて

いる多くの基準を分類すると，1）肥大による心電位

の増大を基準とし，或いはその増大の程度を比例式に

当てはめるもの，2）刺戟伝導時間の遅延の程度より

肥大の基準とするもの，3）肥大による心筋の状態の

変化より異常を判定するもの等に分けられる．1）は

上述のごとく心臓と誘導部位との関係の外，年齢，性

による差等が考えられ，2）は脚ブロック等の伝導系

障碍が存在する例においての鑑別が困難10・58・84・ユ14）

になる．3）は心筋が肥大を伴わないで生じた変化と

の鑑別が困難なことがあり得る21・107）．従っていずれ

か1つの異常を認めただけで肥大の存在を裏付けるこ

とはむつかしい．また逆に，もしこれらの所見がない

場合，換言するなら肥大基準が異常を示さない場合，

心肥大を否定し得ないことは，Kosslnann　38），　Scott　83）

戸山102），油谷1）等も述べている．しかしこれらの値

が正常例に見られないこと，即ち正常値以上の値を示

す場合，少なくとも肥大例を正常と誤ることは或る程

度まで防ぎ得るものと考えられる．

　従って心電図における心室肥大の判定基準として，

Sokolow等の基準にならい，右室肥大にはVIR，　V訳，

aVRの高さ，　VIS，　V‘5Sの深さ，　VIR十V5S，　VIR十

V6　S・VIR／S・V1のintrinsicoid　de且ectionまでの時

間及びV1における陽性R（5mm以上）があり，陰

性Tの出現を採り，左室肥大にはIR，　aVLR，　aVFR，

V5R，　V6Rの高さ，　IR＋皿S，　VIS十V5R，　VIS十V6Rと

V6のintrinsicoid　deΩectionまでの時間及びV5，　V6

のST－Tの変化を基準とした．（但し，右室肥大に

おけるV1のSの深さは棄却限界が明らかならず，

Sokolowの値をそのまま使用した）．

　これらの基準より両心室の異常を判定する場合，基

準がいくつ異常を示すとき異常の存在を断定し得るか

の問題は困難なことである．しかし，余はただ一つの

基準が異常を示したのみで異常例とすることは過診断

となる可能性が考えられるので，心電図で少なくとも

2つ以上の基準に異常を示す例を異常例として取扱つ

た．

　このようにして得た心電図異常例の各基準の出現率

は第22表に示した．部室の異常を示す例は59例でVIR

十V5Sが異常を示すもの・は59例全例に．見られ，次いで

VIR＋V6S，　VIR高の異常，　VIR／Sの異常を示す例が

多かった川）．これらの値は主としてV6R及びV5，

V6Sの増大が異常値出現の目標となり易いことを示し

ている．左室に異常を示す例は70例で，これの中で

VIS十V駈R，　VIS十V・葺R，　V5R，　V6Rの増高を示す例が半

数以上に見られ，V5，　V6のST－Tの変化も半数例

に見られた．これは主としてV5，　V6における異常が

判定の目標になり易いことを示している．

　b）心房異常

　心房異常はPulmona1－P，　Mitral　P等P波の型態と電

位の変化を併せ考え判定されている，心房においても

心室と同様心軸の変化，心臓と体躯との関係や，Pの

結節が頻脈により少なくなること18），自律神経の影響

でも変型すること29・100），或いは肺，気管支疾患等で

もP波の変型が見21・33・85）られるといわれている．

心房が拡張または肥大した状態では，心室に見られた
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と同じく多少とも電位の増大，刺戟伝導時間の遅延，

心筋の変化があると考えられる21）．しかし心室群に見

られるSTρ）変化に相当するPQの変化は頻脈等で

も低下し，Tに相当する部分はQRS群と重なり合う

といわれている18・55）．従って心房筋の肥大，拡張に

よる心筋変化の判定は心室の場合ほど容易ではない．

また正常例ではPの結節，分裂或いは波の起伏の状態

から，根本的にはP波の前％辺を細引電位，後景辺を

左房電位の測定部位と考えてよいように思われたが，

右房異常では右上電位の増大と刺戟伝導時間の遅延に

より，Pの幅が変らずに左右心房電位の重なりが大と

なり，高電位を示すことがあると考えられる．このよ

うな状態が四肢誘導五，皿に出現したものがPulmonal

－Pであるが33・96），これと同じ機転により，他の誘導

でもPが尖り，結節や分裂が消失し，或いはその位置

を変化することもある．しかし大部分の右房異常例で

は，いずれかの誘導で，多少のPの結節等が見られ，

尖ったり，結節の見られない誘導のPの右男性電位の

位置を推定することが可能であった．そしてその位置

は大部分がPの前％までに認められた．この場合左房

に異常がなくばPの中央部は光房の電位と左房の電位

が重なり，過剰電位を示す恐れがあるが，これは3峰

性波，中央峰の電位と同じ意味の電位と考え，その棄

却限界を超す値を異常とし，波型とともに右書電位を

推定した．

　左心房に異常が存在し，左房電位の増大とともに左

房の刺戟伝導時間の遅延があれば，Pの幅が増加し，

P波に明らかな分裂を生じ，前，後馬の間隔も延長し

て来る．これが四日誘導1，11に見られる場合MitraI

－Pであるが，このような機転はやはり他の誘導にも

生じている．この場合は両心房電位で影響される峰は

比較的判然とし，各峰の電位を測定することは比較的

容易であった．

　第23表は上記のように花房異常は波高，波型を，左

房異常では波高，波型の外Pの幅，峰間隔の増大を基

準とした標準四肢，単極四肢，単極胸部（右側，左側

胸部に分つ）誘導における異常出現率と，第5表で示

した胸部誘導P波の合成式よりの異常出現度を示した

ものである．異常は心室め時と同じく2項以上に異常

を示した例についてのものである．この表では右房，

第22表（a）右室肥大基準

心電図に於け
る右室肥大基
準の出現率

例
数

59

VIR

　53
（89．5）

V5R

　4
（6．7）

aVRR

　7
（11．8）

V［S

　12
（20．1）

V6S

　31
（52．5）

VIR十V・S

　59
（100．0）

VIR十V8S

　54
（91．5）

v・§

　47
（79．6）

V1の陰
性T

　5
（8．5）

V1迄の
時間

　20
（33．8）

＊（）内は％を示す，1．D．はintrinsicoid　denection以下各表同じ．

第22表（b）左室肥大基準

心電図に於け
る左室肥大基
準の出現二

宮
数

70

IR

　7
（10．0）

aVIR

　22
（31．4）

aVFR

　32
（45．7）

V5R

　49
（70．0）

V6R

　35
（50．0）

IR十皿S

　20
（28．6）

V5R十VIS

　59
（84．3）

V｛IR十VIS

　48
（68．6）

V‘…の

ST低下

　35
（50．0）

V61，　D．

迄の時間

　13
（18．6）

第23表（a）右房異常基準

心電図に於け
る右房異常基　　　　　　52
準の出現率

四肢
誘導

　30
（57．6）

側
部
二

三
胸
誘

極
道
導

単
四
誘

　28
（53．8）

　45
（86．5）

側
部
導

左
胸
誘

　31
（59．6）

　右P
（V叶Vぢ）

　35
（67．3）

　右P
／V12：干V52

　29
（55．7）

　右P
（V1＋V6）

　40
（76，9）

　右P　　　右P，
／マ12神1（v・＋v・）

　38
（73．0）

　29
（55．9）

　右P
／蔦2死F▽霧2

　27
（5丘．9）

第23表（b）左房異常基準

羅講塞163

肢
導
四
二

　30
（47．6）

側
部
導

左
胸
誘

側
部
導

右
胸
六

二
訓
導

二
四
誘

　21　　53
（33・3）1（84・1）

　29
（46．0）

　左P
（V什V5）

　50
（79．3）

　左P　　左P　　左P　　左P
／Vi2＋V・21（V・＋V・・）1〆V12＋V・・i（V・＋V・）

　40
（63．4）

　51
（80．9）

　46
（73．0）

　41
（65．0）

　左P
／呼再許

　37
（58．7）
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左房とも比較的右胸部誘導V」，V2に所見が出現し易

いようで，次いでV1とV5或いはV6との合成
式に多くの所見が見られるようである．左，右

P／V・・＋V，2・P〆V、2＋V、2，P／霧・「再否は，左，

右P（V1十V5），P（V1十V6），　P（V2十V6）より異常発

見率はやや低かったが，前者に異常所見を認めながら

後者に所見のない9例（内山房異常6例）が見られた．

四肢誘導での異常は右房異常の場合は電位の増大が多

く，左房異常の場合は峰間隔，幅の増大とともに，電

位が正常のi棄却限界を僅：かに超す例が多かった．これ

はPulmona1－P，　Mitra1－Pと同じ変化と考えられる．

　第24表～第26表は心電図にて右房，左房及び両心房

異常を示した例のP二型分布を示す。右届出常例では

比較的1峰性波が多く，3峰性波は見られず，全般に

前峰が高く，Vlでは上向め尖った波，　V弓，　V6では前

回が後峰よりやや高いかほぼ等しい例が多かった．左

房異常例にも1峰性波は小数見られたが，3峰性波が比

較的多く，V1では24例中22例に陰性の大きな二相性

波，或いは幅広い陰性部を持つP波が見られ，V5，　V6

でも正常と同じく峻峰が峻峰より高く，その差が著明

であった．これらの所見はThomas－Dejong　lo5），

Korth　37），平田2’5），　Schmidt　81）Gabert　15）等の所見と

ほぼ一致するものである．

　第27～29表は各心房異常波の幅，Pの起始部より峰

までの時間及び各峰の高さの平均値を示したものであ

る．右房異常例ではPの幅と1峰性波の峰までの時間

は正常と大差なく，2峰性波前峰は0．005～0．01秒近

くの遅れが見られた．また1峰・性波及び2峰性波前峰

は正常値と比べ著明に高いものが多かった．左房異常

例ではPの幅は増し1峰性波の峰＝は平均0．005秒遅れ

ていた．2峰性波では前馬が僅かに遅れ，後峰は0．02

～0．015秒程度の遅れが見られた．3峰送波では中央

峰，後高＝にそれぞれ。．oo5秒，　o．oi5ん。．02秒の遅れ

が見られ，かつ中央峰及び後面特に後信の電位の増大

が見られた．V1に見られた深い陰性部は最高4．5mm

であった．両心房ともに異常を認める例では，左，右

房異常の特徴が混在し，1峰性波及び2，3峰性波の

高峰の時間に著変なく，高峰が0．015秒程度の遅れを

示した．各峰の電位はそれぞれ多少増加し，Pの幅は

左房異常と殆んど変りはなかった．心房異常例の幅，

波高及び各峰までの時間については，Raynold　77），平

田2『E），緒方66）等の所見とほぼ一致した．

　第30表は食道誘導にてP波の増高，増幅を認めた65

例について，一般心電図と比べたもので，心電図で左

房異常を示す63例中60例は食：道誘導にも異常所見を認

めた．心電図で左房異常を疑いながら食道誘導で正常

例の棄却限界を超えなかった3例も，Pの振幅のほぼ
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第27表　右房異常P波の計測（Pの幅は平均0．082秒）

1峰性波
1例峰迄
1國（の打聞％oo秒）

2　　峰　　性　　波

1
6
6
8
8
8
7
8
6
4
5
5

1
丑
皿
疎
画
W
琉
六
二
二
二
砺

　
　
　
a
　
　
a
　a

0
9
9
9
8
8
4
2
0
7
8
8

4
3
3
3
3
3
4
4
4
3
3
3

（峰b高香jlI（萎鱒）

2
7
7
5
5
5
6
5
7
9
8
8

1

0
4
6
2
7
3
6
4
2
1
0
0

1
2
1
2
1
2
2
2
2
2
2
2

9
8
8
8
4
5
7
7
6
6
5
5

3
3
．
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3

山峰迄
の時間
G宝。o秒）

8
8
0
8
0
0
0
9
8
7
8
8

5
5
6
5
6
6
6
5
5
5
5
5

　前
塗
　尚
（mm）

5
2
6
0
0
4
4
4
2
8
8
6

1
2
1
2
2
2
2
2
2
1
1
1

　
　
　
　

後
峰
高
㎜

　
　
　
（

0
3
8
2
0
2
6
8
0
4
5
4

1
1
0
1
1
1
0
0
1
1
1
1

3　　峰　　性　　波

第28表　左房異常P波の計測（：Pの幅は平均0．096秒）

1
皿
皿
振
玩
W
隔
隔
二
三
二
二

　
　
　
a
　
　
a
　a

1峰性波

例
数

1
12

1

1

1

峰　迄
の時間
（％o・秒）

K
U
麗
U

4
」
4

4．0

4．0

4．0

4．5

2　　峰　　性　　波

四
品

　
　
　

峰
高
㎜

　
　
（

1．6

2．0

1．5

1．6

L6

1．4

0
0
3
2
…
O
1
7
4
9
0
7
7

2
2
1
2
2
2
1
2
1
2
1
1

前峰町
の時間
Gioo秒）

4
4
2
5
2
4
9
5
5
4
4
4

3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3

後壁迄
の時間
Gloo秒）

4
5
4
2
4
2
8
0
0
8
0
0

7
7
7
7
7
7
6
7
7
6
7
7

前
塵
　r笥
（mm）

4
8
6
6
5
7
9
0
9
8
7
6

0
0
0
0
0
0
0
1
0
0
0
0

　
　
　

後
峰
町
㎜

　
　
（

3　　峰　　性　　波

　前町迄例

　の時間
　傷oo秒）数

0
0
0
り
1

　
　
1

」
伍
9
召
阿
～
　

」
4
」
仙
7
6

2
5
2
4
2
3
7
6
5
5
6
6

1
1
1
1
1
1
1
1
一
己
1
1
6
1

0
0
『
U

O
O
O
O
Ω
42．7

2．9

2．8

3．1

3．0

3．0

3．0

購騰，

5．0

5．1

4．9

4．9

4．9

4，7

4．9

5．0

5．0

5．0

8．3

8．3

8．0

8．0

8．0

8．2

8．0

8．2

8．2

8．2

前
塵
　尚
（mm）

0．4

0．9

0，6

0．4

0．6

0，9

0．7

0．7

0．6

0．6

中高

央峰
（mm）

1．O

L4
1．0

0．8

1．3

1．4

1．6

1．4

1．4

1．4

　
　
　

後
工
高
㎜

　
　
（
1．4

1．5

1．0

0．7

0．8

1．1

L2
1．3

1．4

L4

上限の値を示していた．，食道誘導P波の増高は，田坂

98・104）等の値より遙かに大きく，最大振幅が2．4mV

に達した例があり，杉原go）の1．8～3．OmVの増高と

ほぼ似ていた．なお食道誘導P波の増高と一般心電図

P波の増加はほぼ平行しているようであった．杉原go）

は代償不全時に食道誘導P波は小さくなると述べてい

るが，食道誘導施行例に明らかに代償不全を認める例

はなく判然としなかった．心房異常の判定基準がただ

一項のみに異常を示す場合，上述の心房異常例として

取扱わなかったが，このような例の中で食道誘導Pの

異常増高を示す5例が見られた．また31表に見られる

ようにレ線心臓陰影計測にて左房異常を疑わせる例と

食道誘導P波の異常例も比較的良．く一致した．

∬．心電図と心臓レ線像との比較

　a）第32～34表はレ線上心房異常を疑わせる症例の

心房P波の十型の分類である．心電図にて心房異常を

認めた例のP二型の分布に比べ著明な差は見られない

ようであった．

　b）第35～38表は心電図における各房室異常判定基

準についてレ線心臓計測の異常の出現率を比較したも

のである．心電図上二二肥大基準ではDて｝’，D’G，　oG’

異常が多く，左室肥大基準ではoQ，　H，　GG’の異常が
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第29表　左，右心房異常P波の計測（Pの幅は平均0．095秒）

1峰性波
例
1　峰　迄
　の時間
数（労Oo秒）

3
3
3
6
　
2
5
4
4
5
4
5

1
五
皿
期
近
恥
砺
聡
隔
琉
島
崎

　
　
　
a
　
　
a
　
　
a

0
0
0
0
0
ハ
U

」
鉦
」
蔓
」
4
4

0
Ω
4
9
』
0
0
0
4
0

4
」
4
4
4
■
4
」
4
」
4

2　　峰　　性　　波

　
　
　

迄
間
無

恥
時
o
o

前
の
駈

　
　
K

例
　
数

　
　
　

嵯
、
温

　
　
（

1．7

2．3

1．6

2．2

2．3

2．8

2．7

2．4

2．1

2．O

I．8

6
3
4
2
1
2
7
8
9
8
9
2

3
3
2
3
3
3
2
2
2
2
2
2

5
5
4
5
3
5
0
0
6
4
4
4

3
3
3
3
3
3
4
4
3
3
3
3

後記・迄

の時制
Gioo秒）

0
0
8
5
0
6
0
8
8
0
8
7

7
7
6
6
7
6
7
6
6
7
6
6

前
車
　員
（mm）

0
5
1
5
1
4
0
8
6
4
4
3

1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1

　
　
　

後
峰
山
、
品

　
　
（

3　　峰　　性　　二

幅

数

3
2
1
8
5
7
7
6
6
6
2

　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

1
5
1
5
1
4
0
8
6
4
4
3

1
1
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1

　
　
　

迄
昌
運

臨
時
o
o

後
の
％

　
　
∬

峰
の
間
秒

央
　
　
o
o

中
誰
時
駈

　
　
　
（

　
　
　

迄
問
密

語
時
o
o

前
の
％

　
　
（

0
7
9
7
9
1
2
0
0
9
0

3
2
2
2
2
3
3
3
3
2
3

8
5
7
9
7
2
3
5
6
8
8

4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4

2
4
0
4
1
4
4
2
2
1
1

7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7

前
壁
　尚
（mm）

7
2
2
9
4
6
6
4
3
3
3

1
1
1
0
1
1
1
1
1
1
1

中峰

央高
（mm）

9
6
0
3
0
9
0
9
8
6
5

1
1
2
1
2
1
2
1
1
1
1

後
園
　局
（mm）

6
2
3
0
3
7
5
3
3
4
4

1
」
1
1
1
1
1
一
日
ー
1
4
1
1
乙

第30表　食道誘導の左房異常65例と

　　　一般心電図との比較

食道心房
藤壷常例

　　心電図にて左房基準の異常

1項のみ2～5項（軽度）6～10項（強度）

5例 29　例 31例

第31表　食道誘導の左房異常65例

　　　とレ線像との比較

食道心房
波異常例

　レ線上Vaquez－Bordetの
　　　左房基準の異常
無し　　1項　　2項　　3項

0 iO例　　8例　　47例

多く見られ，右室肥大に比べMl異常がMr異常よ

りやや多いようであった．Tr，　L，　D’G，　oG’異常は右

室肥大の場合にも左室肥大の場合にも見られた．右或

いは左心房異常の基準では，それぞれ右心房径，左心

房径の異常を示すものが多かったが，多くは心室肥大

を合併するためかその他にも異常を認め，特にTr，　し

の異常が多かった．また左房異常ではIAIのみの異常

を示す例はなく，1A1異常のある場合，　DGにも異常

を認め，DGのみの測定で十分有用と思われる．なお

Do異常は油画，左房異常ともに認められた．心電図

での各房室異常判定の個々の基準とレ線異常の出現部

位との間に特有の関係は見られなかった．

　c）第39～40表は，先に求めた心電図基準にて2っ

以上5つ以下の異常所見が見られる症例を軽度，6つ

以上の異常所見を有する症例を強度異常例として各心

房，心室別にして，それぞれの心臓レ線像の異常と比

べたものである．これでは各房室異常とも異常度が強

い例にてレ線上異常出現率も多い傾向を示した．しか

し実際には，これら症例は心電図においてのそれぞれ

各単一房室の異常のみを示すものの他に2つ以上の房

室異常が混在している．そこでこの表の下段は心電図

所見を実際に即したように分ち，それぞれの異常を示

す例についてレ線異常の出現度を示したものである．

Moritzの基準ではし，　Tr異常は右房のみの異常例の

外は高率に出現し，Mr，　uQは右房，右室異常例に，

71）M1，0Qは主として左房，左室異常例に出現が多い

よう25，61）であったが，これらは特異的に出現するも

のでなく，互いに他の房室異常にも比較的多く見られ

た，またVapuez・Bordetの基準による右室径D℃’と

D℃’／GG’及び両室径D’GとoG’の異常は漆室異常

例に，左室径GG’とH，両室径D’GとoG’の異常

は左室異常例に，右回径DD’とh及び両房径Doの

異常は書房異常例に，左房径；DG，1A1及び両房径Do

の異常は左房異常例において比較的高率に出現してい

る．それぞれの心電図とレ顕像の異常の間に，互いに

他の房室の異常を疑わせる所見を示す例も見られた．

　d）第4俵は第40表上段のものと同一条件にて，心

電図各房室異常例についてVaquez・Bordetの各房室

項の異常出現の程度を示したものである．心電図上異

常度が強い例では，レ線上の異常出現度も大で，その

合致する割合は，心電図で強度右室肥大を示す例でレ

線上二二異常3項目以上を示すものは75．0％，心電

図で強度左室異常を示し，レ線上左室異常3項目以上
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を示す例も75．0％，心電図で強度右房異常を示す例

のレ線上寸劇異常3項目のもの48．1％，心電図上強

度左房異常を示し，レ線上左房異常3項目を示すもの

は76．3％であった．さらに軽度異常を含めると，心

電図で右室肥大を示す例で，レ線上1項目以上に右室

異常を示すものは98．3％となり，同様に心電図で左

室肥大，右房異常，左房異常を示す例がレ線上相当す

る房，室の異常と合致する割合はそれぞれ97．1％，

96．1％，93．6％であった．

　しかしこれらはそれぞれ単一の房室異常につい

てであり，第42表のように各症例の心電図の異常と

Vapuez・Bordetの方法によるレ線虫の異常とを，後者

の1項目以上を示すものについて比較すると，両者が

全く一致する率は45．8％（55例）であった．これは

レ線上の異常所見が心電図にて異常を示さない房，室

にも見られることがあり107），そのため個々の房室に

ついての場合の心電図異常とレ線異常との合致率は高

率であるに拘らず，各症例の心電図所見とレ線所見と

の一致率が低くなったものと考えられる．そこで心電

図の異常判定と同様，レ線上Vaquez－Bordetによる

房室異常2項目以上を示した場合を異常としたレ蝕像

と心電図とを比較すると，各房室別では，第41表よ

り，心電図で右室肥大を示し，レ線上でも朝虹肥大を

示すものは83．0％，左室肥大では77．1％，右房異常

では75．0％，左房異常では74．6％に合致することにな

り，各症例についての心電図とレ線審の合致率は第43

表に見られるように55．0％（66例）とやや増加する．

　e）第44表は第41表と同じようにVaquez・Bordet

の方法にてレ線上各房室異常が疑われるに拘らず，心

電図上それに相当する各房室異常が見られない症例に

ついてである．レ線上右室肥大を示す例では心電図上

左室肥大が存在する例が約半数に見られたが，これに

比べレ線上左室異常を示しながら心電図上右室肥大を

示す例はやや少なく，約％であった．

　レ線上右房異常を示す例では心電図上右室肥大と左

室肥大とを示す例が半々に見られ，レ線上左房異常を

示す例で心電図に左室肥大のある例が％近くの例に見

られた外，若干の右心肥大を示す例があった．蓮尾22）

は右心房径，左心房径とも大部分の心疾患にて増大す

ると述べており，レ線縁に見られる心房異常は心室異

常による心臓像の変化によっても生ずると考えられ

る．他方心房筋は肥大とともに強く拡張するか106），

或いは初期には拡張し，次いで肥大が加lりるともい

われている，或いは心室の肥大，拡張のため心房が胸

壁より遠くなり74），従ってレ線上異常が存在するに

も拘らず，心電図に著明な電位の増大がなく，心房異
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第35表　心電図の右室肥大判定基準各項に就てのレ線上異常出現率　（％）
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Mr

56．6

35．7

64．4

54．8

48．5

55．1

47．5

52．6

51．7

55．5

M1

86．6

64．2

82．2

77．1

65．7

65．5

67．5

68．4

72．4

74．0

Tr L oQ

100．0　93．3

　　1
92．8　78．5
ioo．0193．3

　　1
11：11認：1

89．61g3．1

　　1
80．0　87．5

81．5　92．1

82．7　93．1

81．4　92．5

66．6

35．7

51．1

64．5

60．0

58．6

55．0

60．5

58．6

59．2

uQ

43．3

25．0

53．3

48．4

48．5

51．7

47．5

50．0

48．2

51．8

Br

166．6

46．4

60．0

64．5

65．7

65．5

62．5

63．1

65．5

70．3

Vaquez・Bordet右房項

h

0
1
8
4
7
4
0
2

0
7
8
6
5
3
5
5

1

DD’

23．3

21．4

28．8

22．6

25．7

24．1

27．5

28．9

24．1

22．2

　
　
ノ
h
＋
D
D

Do

33．3

35．7

40．0

35．4

40．0

44．8

40．0

42．1

41．3

44．4

90．0

89．2

91．1

90．3

85．7

86．2

87，5

86．8

89．6

92．5

異
常
無

6．6

10．7

6．6

6．4

5．7

10．3

7．5

7．8

io．3

7．4
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第38表　心電図の左房異常判定基準各項に就てのレ線上異常出現率　（％）

心電図左房

異常判定項

四　肢　誘　導

単極四肢誘導

右側胸部誘導

左側胸部誘導

左P　V1十V5

左P／V12十V52

左P　V1十V6
左P〆V12十▽評

点PV2十V6
左P〆V評V霧2

例
数

0
1
3
9
0
0
1
6
1
7

3
2
5
2
5
4
5
4
4
3

Modtz法

1M， MI

53．3

52．3

56．6

48．2

56．0

62．5

52．9

60．8

63．4

62．1

73．3

80．9

71．6

65．5

66．0

82．5

70．5

82．6

82．9

83．7

Tr

86，6

85．7

79．2

96．5

98．0

100．0

96．0

100，0

97．5

91．8

L

83．3

76，1

86．7

93．1

96，0

97．5

94．1

97．8

95．1

91．8

oQ

66．6

61．9

60．3

65。5

74．0

70．0

72．5

75．2

65．8

64．8

uQ

36．6

63．3

37．7

41．2

44．0

45，0

43．1

47．8

41．4

45．9

Br

36．6

57．1

66．0

72．4

66．0

77．5

70．5

73，9

70．7

72．9

Vaquez・Bordet左房項

DG

26．6

23．5

23．6

20．6

36．0

40．0

23．5

21．7

17．5

18．9

1A1
DG
{
蜘
60．0

66．6

67．7

79．3

52．0

52．5

64．7

65．2

75．6

78．3

Do

93．3

95．2

88．6

100．0

86．0

85．0

86．2

86．7

90．2

89．1

　
　
　
｝

異
常
無
」

6．7

4．8

7．8

10．0

7．5

7．9

8．9

4．8

2．8

常の所見が出現し難いとも考えられる．そのため心電

図では主なる変化としての心室異常のみを示し，一見

食違っているような所見が見られるものもあると思わ

れる．

　その他に，レ線上異常所見を示しながら相当する房

室の異常所見が心電図上ただ1項のみの基準に出現

し，そのため心電図異常例として取扱わなかった例が

各房室異常に見られた．心臓肥大が存在し，その電位

が増大しているに拘らず正常の限界内に存在する場

合，即ち体酪や心臓と誘導部位との関係や，戸山102）

が述べているように．過診断を防ぐ余り，心臓異常判定

値を過小評価する可能性が存在し，実際ここで求めら

れた異常判定基準が正常値の棄却限界より得られたも

のである限り，異常値の中に正常例が含まれる可能挫

は少ないが，正常範囲内に異常例が存在し得ることは

当然考えられる．従って正常値より求めた判定基準で

計測すると，心臓異常を有しながらも判定基準に異常

を示す程度が少なく，異常例として取扱い得なかった

例が存在することは当然と思われる．このような例

は，電位の分散が割合大きいため，棄却限界の幅がや

や広くなった心室肥大基準に多いようであった．

　f）第45表は第44表に示したレ線上の左右心室異常

と心電図の心室異常所見が異なった例についてレ線上

異常の出現部位を示したものである．これによるとレ

線上左右心室異常が2項以下の軽度の心室異常を示す

28例中22例は，それぞれ両脚異常を示すD’G，oG’に

異常を示す例で，これは心透視及びレ線写真の形態的

な観点より左室或いは右体肥大を疑ったものである．

従ってD’G，oG’の異常の場合，単にレ線陰影上の形

態のみの判定で左右室の異常に分けたため，心電図所

見と合致しなかったものと考えられる．元来心臓レ島

陰影像は心臓の投影であるから，心房，心室の境界が

十分判明しない場合や，他の心房，心室の拡張，肥大

の影響を受け，判定を困難ならしめる35）ものもある．

また心室の拡張，肥大によりレ線上にも心軸廻転が起

りエ⑱，例えば右室肥大が強度になると左3，4弓部

に異常が出現する場合1鋤もあるといわれている．岡

島70）は心拡大の初期には，各疾患にて比較的特異の

像を示すが，程度が進むとともに特有の像を失って来

ると述べている．勿論，透視法，特に斜位，側面位を

観察することで，痴る程度までは推定し得るとして

も，ここで用いたような単なる機械的な計測値のみを

基準として異常を判定する場合，十分な考慮が払われ

ねばならない．心電図上々室肥大を示し，レ線上で左

室肥大を疑わしめた例では，左4弓高増大よりむしろ

GGノの延長が見られるが，このことは左4弓として見

た陰影が果して左心室縁のみであったか否かを疑わし

める例と考えられる．また蓮尾22）は右室径D’G’，心

室比D’G7GG’が1曽帽弁口狭窄，脚気にて増大する

外，すべての心疾患にても異常を示すことが多いこと

を指摘している．従ってレ線上二二肥大の基準として

用いたこれらの値の増大が，左室肥大の影響を受けて

異常値を示している可能性が考えられる．実際第39表

に見られるように右室，右房異常例に比較的良く増大

しているMr，　uQの出現度が，　レ線上右室肥大を示

し，心電図で左室肥大を示す例では少なく，Dてン異常

のみが多いことから推定して，左室肥大時にもD’G’

が異常値を示し易いように思われる．第45表に見られ

るように心電図で左室肥大を示す例をレ線上DG’の

異常があるため，右室異常を疑った例と考えられる．

　このように心電図と心臓レ線像の計測により異常を

判定する場合，心電図に出現した異常とレ線上認めた
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第41表　左右房室異常例のレ線異常出現率

　（a）

例

数

Vaquez－BOfdet右室判定項
DGノ，　D’G，／GG’，　D’G，　oGノ

　　　　の異賞

なし11劇2項1鰹

心電図圓32！

早撃肥大
i弱i27

1（1215）1（1215）1（711。）・

1（3i7）！（1815）｛（221，）1（5115）

＊　各項上段：例数，（）：％
　　以下（b），（c），（d）も同じ．

（b）

（c）

例

数

Vaquez嗣BOfdet官房判定項
h，DD’，　Doの異常

なし11項12項13項

心電図

右房異常

強i271 1（2212）1（2917）1（4111）

弱圃（81。）1（2。1。）1（281。）1（41｝。）

例

数

Vaquez・Bordet左室判定項
H，GG’，　D’G，oG’の異常

なし1倒2項健

心電図

左室肥大

強1・41 1（41，）【（2。18）i（711。）

弱圓（413）1（2113）1（2113）1（3111）

（d）

　　
例IVaquezドBordet左房判定項
　iDG，μAβ，　Doの異常

数 なし倒2劇3項
心電図1

左房異常

強圖 1（2i7）（211。）1（7113）

弱1251（161。）（2・％）1（24％）1（411・）1

第42表　レ線上Vaquez・Bordet異常基準1項目以上を示した房室異常と心電図異常との比較

心
電
図
所
見

右室肥大

左室肥大

右房異常

左房異常

右室右房
異常

右室左房
異常一

左室左房
異常

左右室左
房異常

若子左右
房異常

例1

数

4

40

4

1

9

2

16

5

03

義igl

V－Bの異常所見
土
室

肥

大

『1
（25．0）

左

室

肥

大

　14
（35．0）

右

房

異

常

（5。1。）1

左

房

異

常

右
室
右
房
異
常

1

　4『
（44．4）

1

右
室
左
房
異
常

2

左
室
左
房
異
常

6

1

　6
（37．5）

1

左
右
室
左
房
異
常

14

右
室
左
右
房
異
常

2

1

1

7

　2
（40．0）

1

｛（611。）1

常左
右
悪
馬
右
翼
異

1

3

4

2

2

10

　8
（88．8）

異
常
あ
る
も
の

そ
の
他
の
房
室
に

1

1

1

1

1

＊　回　内は心電図とレ線像が全く一致した症例を示し，120例中55例（45・8％）

　　　表示せる数字は勲爵，（）内は％を示す．
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第43表　レ線上Vaquez・Bordet異常基準2項目以上を示した房室異常と心電図異常との比較

心
電
図
所
見

右室肥大

左室肥大

右房異常

左房異常

蕪胡

左室左房
異常

左室左房
異常

左右室左
房異常

右室左右
房異常

左右室左
右房異常

例

数

4
［
4
04

1

二9

2

16

黷
T

30

9

V－Bの異常所見
教
室
肥
大
　2
（50．0）

1

左
室
肥
大

　24
（60．0）

1

右
房
異
常

　2
（50．0）

左
房
異
常

l
i

　　】［

（100．0）

右
室
右
房
異
常

2

　4
（44．4）

1

1

右
室
左
房
異
常

2

1（1。。1。）1

1

2

左
室
左
房
異
常

8

　7
（43．8）

1

左
右
室
左
房
異
常

4

4

　2
（40．0）

2

1

右
室
左
右
房
異
常

2

2

2

　15
（50．0）

一左
右
室
左
右
房
異

1

1

2

8

　7
（77．7）

異
常
あ
る
も
の

そ
の
他
の
房
室
に

1

1

1

1

1

米　回　内は心電図とレ線像とが全く一致した症例を示し，120例中66例（55．0％）

　　　表示せる数字は例数，（）内は％を示す．

第44表　心電図所見とレ線像所見とが食違つた例

（a）

心電図にて

右室肥大なし

手
数

44

Vaquez－Bordet右手判定項D／G，，　D’Gノ／GG’，　D，G，　oGノの異常

1項　2項　3項以上
12 8 24

9
4
9
召

15

1｝1 2 9

　　（心電図所見）

…・ ｶ室肥大例

…… S房異常例

…… B一の右室肥大基準異常
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（b）

心電図にて

左室肥大なし

例
数

43

　　Vaquez・Bordet左室判定項H，　GG’，　D’G　oG’の異常

1　項　　　2　項　　　3項以上

13 14

n
O
9
召

9

16　　　　（心電図所見）

3　　…　六日肥大例

　　　……心房異常例

一1 2 5 13　　……唯一の左室肥大基準異常

（c）

心電図にて

右房異常なし

例

数

30

　　　　Vaquez・：Bordet山房判定項h，　DD’，　Doの異常

1　項　　　2　項　　　3　項

14 11 5 （心電図所見）

＝
り
4
些

q
U
4

2：：：：：：窪奎灘耀常）

lI 2 4 3　　……唯一の右房異常基準異常

（d）

心電図にて

左房異常なし

例

数

48

　　　Vaquez－Bordet左房判定項DG，μAμ，　Doの異常

1　項　　　2　項　　　3　項

23 12 13 （心電図所見）

P
O
り
β

1
け
4
0
り

1：：：：：：些細奏綴（繋常）

4 2 6　　……唯一の左房異常基準異常

第45表　レ線上右室肥大を示しながら，心電図で左室肥大を示す例のレ線異常の状態

　　　　　　（a）　　（レ線上右下異常の出現する部位を示す）

Vaquez・Bordet右室
肥大基準D’G，oG’，
D’G’，D’G，／GG’の

異常の中

項
上3
以
2項

1項

丁

数

15i

4

9

Vaquez・Bordet高畠判定項に見られる
　　　　　　異常出現部

D’G ・G’ m（D℃＋・α）1斑1∬α／Gα

15

4

4

15

3

4

（15）

（3）

12

1

1

5

一第45表　レ線上左室肥大を示しながら，心電図で右室肥大を示す例のレ線異常の状態

　　（b）　　　　　　（レ線上左室異常の出現する部位を示す）

Vaquez－Bordet

左室肥大基準
D’GoG，　H，　GG’

の異常の中

項
上3
以
2項

1項

例

数

3

9

6

Vaquez－Bordet左室判定項に見られる
　　　　　　異常出現部

D’G ・α1（∬G＋・α）tHIGα

3

7

3

5

3 3

（3）

（5）

1 3

2 4
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異常とは比較的一致したが，心電図とレ一曲のそれぞ

れの心臓異常を判定する立場の相違から，両者の間に

一致しない点も見られた．これらの食違いは，上述の

種々の要因が組合されたためと考えられる．

　なお本症例にて計測された正常の限界の求め方及び

限界値については，批判の余地は存在するが，少なく

とも性別，年齢別による差異が認められる場合が多い

ことより，心電図，レ線心臓陰影とも計測に当っては

その差異を考慮する必要が存在するのではないかと考

えられる．

結 論

　心臓異常例の心電図と心臓レ線号との異常を比較す

るため，健康男女297例をそれぞれ年齢別，性別に分

ち，心電図12誘導，食道誘導，レ線正面，第皿斜位及

び左側面像を撮影した．心電図より求めた正常限界を

Soko　10w等の心室肥大判定計測法に．当てはめて左右

心室肥大の判定基準とし，心房については心房波の波

型，電位，幅及び峰間間隔等を基準とした，また下記

のごとく胸部誘導を利用した心房電位の判定法を試

み，その正常値を得て，左，右心房異常の判定基準の

一つとした．また同じ被験者にて撮したレ線像より

Moritzの方法，　Vaquez・Bordet法の蓮尾変法等を利

用して，レ線像における正常限界を求めた．これらを

基準として，心臓異常120例の心電図とレ線像との比

較を行ない，次の結果を得た．

　A．正常例

　1）心房波の波型は1峰性，2峰性，3峰性波に分

けることができる．

　2）1峰性波の峰は，Pの起始部より0．04秒前後，

2峰性波前条は0．03秒前後，後峰は0．06秒前後，

3峰性波前峰は0・025秒前後，中央峰は0．045秒前

後，後峰は0．065秒前後に見られた．また各峰胡馬の

平均値は2峰性波では0．03秒，3峰性波では前峰，

中央峰聞隔は0．015～0．02秒，申央峰，後峰間隔は

0．02秒であった．

　3）心房波の前峰及び後峰の高さから，大部分の例

でそれぞれ右房電位，左房電位を判定し得た．前，後

峰の判別困難な例では，P波の前％を右房性，後％を

左房性の電位を示すものとした．各峰の電位は大部分

が2．Omm以下であった．

　4）右房，左房電位をそれぞれP（V1十Vの，　P（V1

十V6），　P（V2十V‘∋），　P1／▽評十V52，　P　1／▽再マ霧iζ

P〆V22十V62の式に当てはめ，その正常限界を用いて

左，右心房異常判定の一方法とした．

　5）心室群各波の波高は大部分が性別，年齢別に差

田

を認め，一般に各電位は男が女より大きく，若年代群

が高年代群より大で，しかも年代の進むとともに男女

の差が少なくなる傾向があった．

　6）Sokolow等の心室肥大判定基準に走常例を当て

はめると，Sokolow等の値より大きい値を示すものが

2～3の項に見られた．またこの判定基準にも男女，

年齢の差を認めるものがあった．

　7）レ彫像ではMoritz法，　Vaquez・Bordet法いず

れも多くの報告者とほぼ似た値を示したが，大部分で

男女の差を認めた．

　B，異常例
　1）Sokolow等の肥大判定法を利用した判定基準で

は，一般に左，右心室とも胸部誘導を利用した基準に

異常発見率が大きいようであった．特に右室肥大では

VIR，　VIR十V5S，　VIR十VGS，　VIR／S，　V6Sの出現が，

左室肥大ではV5R，　V6R，　VIS十V5R，　VIS十V6R及び

V6ST－Tの変化等が目標となり易いと思われる．

　2）心房異常時には心房波の波帯は変化し，右房異

常では前峰が増高し，峰が僅かに後に移動し，結節，

分裂が少なくなる傾向を示した．左房異常では後峰の

電位が増大し，峰が後方へ移動するため，分裂が明瞭

になり，Pの幅，峰聞隔が大となる傾向を示した．

　3）心房異常判定基準では，左，右心房異常とも

Vコ，V2のPの増高，　P（V1十V5），　P（V1十V6），

P／塵十V62等が最も異常を見出し易いようであっ

た，左，右P（V1十V5），　P（V1十V6），　P（V2十V‘う）と

左，右P〆V12十V52，　P／可2弼互，　P〆漂十V62で

は前者の方が異常発見率がやや大であった．

　4）心電図での房，室異常の判定基準の個4の項目

の出現とレ撃剣のそれぞれの出現との闘には特別の関

連は見出されなかった，

　5）心電図に異常を認めた例のレ線像異常（Vaquez－

BOfdet法）との合致する率は右室肥大では98．3％，

左室肥大では97．1％，右房異常では96．1％，左房異

常では93．6％で比較的良く一致した．しかし各症例

が示す心電図の異常と，相当するレ線像の異常が全く

一致するのは，レ線像異常基準1項目以上を採る場合

55例（45．8％）で，その他の例は心電図とレ線像の異

常が一部の房室にて合致しない例であった．しかし

Vaquez・B。rdetの測定方法による基準が2項目以上に

異常を示すレ尊像と心電図所見とを比較すると，66例

（55．0％）となりやや増加した．

　6）心電図異常判定の基準が2項目以上に異常を示

したものを異常例として取扱つたため，心電図上ただ

1項目のみに異常を示し，レ線上相当する各房室に異

常を認める例があった．
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　7）心電図，各計測には男女差，年齢差を，レ線像

各計測には男女差を考慮することが，異常判定におけ

る妥当性を増すものと考えられる．

　稿を終るに臨み，終始御懇篤なる御指導並びに御校閲を賜わり

ました恩師谷野教授に深く感謝致します．なお研究に当り種々御

助言を賜わりました石崎教授，三辺助教授，小林助教授に深謝致

します．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract

　　The　present　study　was　undertaken　to五nd　the　normal　ranges　of　the　electrocardiogram　and

the　heart　roentgenogram　as　the　diagnostic　methods　of　cardiac　hypertrophy　and　to　make　a

comparison　between　electrocardiograms　and　heart　roentgenograms　of　abnormal　cases　judged

by　the　nOrmal　rangeS．　　　　　　　　　　・

　　To　determine　the　normal　ranges　electrocardiograms　and　roentgenograms　of　297　normal

subjects，　that　were　classi費ed　into　the　groups　of　age　and　sex，　were　measured　and　statistical

calculations　were　carried　out．　For　diagnosis　of　ventricular　hypertrophy　Sokolow－Lyon’s

criteria，　to　which　the　above－mentioned　values　were　applied，　had　been　used．　Abnormalities　of

the　right　and　the　left　atrium　were　judged　by　the　voltage　of　the　early　and　the　late　peak　of

Pwave，　respectively，　because　P　wave　in　each　lead　was　found　to　be　safely　grouped　into　one－

peak　form，　two－peaks　form　and　threepeaks　form．　However，　in　the　case　where　the　early　peak

and　the　late　one　were　not　distinctly　divided，　the　first　third　and　the　last　third　of　P　wave

were　dealt　with　as　the　voltage　of　the　right　atrium　a血d　that　of　the　left　atrium，　respectively．

Further，　apPlying　the　principle　of　Sokolow－Lyon’s　method　for　the　diag琢osis　of　ventricular

hypertrophy　to　the　atrium・PV1十V5・V1十V6，　V2十V6，㌻／可十V～，「〆V12十V～and　1／V22十、7評
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were utilized for the determination of right and left atrium abnormality. The roentgenograms

were measured after Moritz's method and Vaquez--Bordet-Hasuo's method.

  Comparing man with woman, and the young with the aged, in voltage of each wave of

ventricular complex in the electrocardiogram and the criteria of Sokolow-Lyon's method, the

formers mostly showed higher values than the latters. In roentgenogram measurements also

man showed higher values.

  As for the correlation between the electrocardiograms and the roentgenograms of 120 cases

of abnormal heart over the normal ranges, in 98.3% of right ventricular hypertrophy, 97.1%

of left ventricular hypertrophy, 96.1% of right atrium abnormality and 93.6% of left atrium

abnormality in the electrocardiogram corresponding findings were found in the roentgenogram

(Vaquez-Bordet-Hasuo's method), respectively. But the percentage of complete agreement

between abnormal findings of the electrocardiogram and those of the roentgenogram was

45.8% when the cases were checked through more than one criterio-n of roentgenogram
abnormality, and 55.0% when checked through more than two criteria. In the other cases,

so･me of abnormalities of the electrocardiogram of the atrium and the ventricle did not

correspond with those of the roentgonogram.

  In the electrocardiogram abnormal findings suggesting ventricular hypertrophy and atrium

abnormality were more easily obtained in Vi, Vs,, V6, Vi+Vs and Vi,+V6. Particularly,
abnormalities of the right and the left atriums were easily detected by estimatitng the voltage

of the early peak and the late peak of P wave, respectively.


